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10 月 2日に行われた観光果樹のＰＲ
（小幡地区十三塚で）

市の人口と世帯　79,063人（前月比△43）　男39,139人　女39,924人　世帯数 30,074世帯　【10月1日現在】



季節まるごと味わおう in いしおか

果物狩りと直売で交流を

やさと観光果樹組合
内田  一久　組合長

　

や
さ
と
観
光
果
樹
組
合
に
加
入
し

て
い
る
農
家
が
、直
売
だ
け
で
な
く
、

自
分
で
も
ぎ
取
り
で
き
る
果
物
狩
り

を
始
め
て
、
も
う
50
年
以
上
に
な
り

ま
す
。

　

組
合
に
入
っ
て
い
る
農
家
も
高
齢

化
が
進
み
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る

な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
果

樹
栽
培
は
、
天
候
な
ど
に
も
左
右
さ

柿ドレッシング レシピ

～ヘルスメイトさん
　　（食生活改善推進委員）が教える～

柿・・・・・・・・・・100 ｇ～ 150 ｇ
プレーンヨーグルト・・100 ｇ
酢・・・・・・・・・・大さじ 1 ～ 3
塩・こしょう・・・・・適量

（作り方）
①柿は皮をむいて種をとり、あらく切って
フードプロセッサーにかけ、なめらかにする。

（種は柿を輪切りにすると取りやすい）
②①にヨーグルトと酢・塩・こしょうを混ぜ
合わせる。
③お好みの野菜にかける。

☆ドレッシングのポイント
卵も油も使用していないので、マヨネーズと
比較すると、卵アレルギーの人も安心ですし、
カロリーも抑えられます。
☆柿のポイント
石岡の特産である柿は昔から風邪や二日酔い
に効果があるとされ、貴重な栄養源だったよ
うです。柿が多くとれる地区では、そのまま
生で食べることはもとより、柿ようかんや柿
の胡麻和えなどの料理にも使用しています。

茨
城
県
の
開
発
し
た

新
品
種

い
ば
ら
キ
ッ
ス

栽
培
中

くだものＭａｐ

　

や
さ
と
観
光
果
樹
組
合
い
ち
ご
部

会
で
は
、
県
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
と

し
て
育
成
し
た
「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」

の
栽
培
を
今
年
か
ら
始
め
、
実
が
な

る
来
年
の
１
月
に
向
け
て
、
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」
の
最
大
の
特

徴
は
糖
度
が
高
く
、
酸
味
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
、
粒
が
大
き
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　

部
会
長
の
坂
入
昇
さ
ん
は
「
こ
の

栽
培
に
は
、
現
在
五
つ
の
農
家
が
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
土
浦
地
域
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆
さ

ん
も
た
び
た
び
来
て
、
指
導
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、

観
光
の
目
玉
に
な
る
の
で
は
と
今
か

ら
み
ん
な
で
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

様
々
な
果
物
が
育
つ
場
所

　

石
岡
市
は
一
年
を
通
し
て
、
果
物
が
育
つ
と

こ
ろ
で
す
。
１
月
か
ら
５
月
は
い
ち
ご
。
６
月

か
ら
８
月
は
梨
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
ぶ
ど
う
、

９
月
に
入
る
と
栗
、
10
月
以
降
は
柿
に
り
ん
ご

に
、
み
か
ん
。

　

梨
か
ら
柿
へ
と
、
季
節
の
バ
ト
ン
が
引
き
継

が
れ
、
い
ち
ご
の
季
節
に
な
っ
て
い
く
。
季
節

ご
と
の
果
物
で
、
一
年
を
リ
レ
ー
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
、
市
内
で
と
れ
る
果

物
で
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
様
々
な
果
物
が

育
つ
石
岡
市
だ
か
ら
こ
そ
の
豊
か
さ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　　２３　　広報いしおか 11 月１日号  №１９４

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
手
間
を
か
け

た
ら
か
け
た
分
だ
け
、
成
果
が
表
れ

て
く
れ
ま
す
。

　

毎
年
、来
て
く
れ
る
お
客
様
に「
た

だ
買
い
に
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ

よ
。こ
こ
で
の
会
話
が
楽
し
み
で
ね
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
こ
っ
ち
も
嬉
し

く
な
り
、
が
ん
ば
ら
な
い
と
、
と
元

気
が
わ
い
て
く
る
ん
で
す
。

　

家
庭
的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
「
お

も
て
な
し
」
の
心
で
、
お
客
様
と
の

交
流
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

フラワー
パーク

朝日里山学校

十三塚果樹団地

辻いちご団地

園部地区

細内果樹団地

葦穂小学校

ゆりの郷

八郷総合支所

富士山

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

常陸風土記
の丘

恋瀬小学校

林小学校

園部
小学校

355

355

355

６

龍神山筑波山

石岡市役所

11 月は柿が全盛期をむかえます。景色を楽しみながらの
果樹狩りはおすすめです。

　

八
郷
地
区
は
、
皇
室
献
上
柿
と
し
て
有
名
な

富
有
柿
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
柿
栽
培
は
、
明

治
末
期
に
な
っ
て
富
有
柿
２
０
０
本
を
植
え
た

こ
と
が
、
営
利
栽
培
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
岐
阜
県
産
で
円
形
の
橙
色
の
美
し
い
形

を
し
て
い
て
、
と
て
も
甘
い
柿
で
、
各
地
に
普

及
し
ま
し
た
。

　

稲
作
中
心
の
農
家
は
、
休
日
も
取
れ
ず
、
と

く
に
家
事
も
任
さ
れ
て
い
た
女
性
に
と
っ
て
は

忙
し
い
毎
日
の
割
に
、
収
入
は
少
な
い
と
い
う

事
情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も
収

入
の
あ
る
仕
事
へ
の
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
食
糧
増
産
の
名
の

も
と
に
、果
樹
栽
培
は
軽
視
さ
れ
、労
力
、肥
料
、

農
薬
不
足
も
重
な
り
、
柿
栽
培
は
一
時
衰
退
し

た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
、
混
乱

が
お
さ
ま
り
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
ふ
た
た
び

果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

栽
培
の
歴
史

いばらキッスの苗。順調に
育っています。

北小学校

い
ま
が
旬
の
柿



　

石
岡
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、

早
期
健
全
化
基
準
を
13
％
ほ
ど
下
回

る
11
・
４
％
（
23
年
度
は
11
・
６
％
）

で
し
た
。
言
い
換
え
る
と
「
市
の
一

般
的
な
財
源
の
う
ち
11
・
４
％
を
借

り
入
れ
の
返
済
（
公
債
費
）
に
充
て

た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
一
般
財
源
か
ら
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
総
額
は
約

42
億
５
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
う

ち
約
24
億
５
０
０
０
万
円
は
地
方
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
、
実

質
の
充
当
額
は
約
18
億
円
で
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
21
年
度
か

ら
４
年
連
続
、
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。

　

　

実
質
公
債
費
比
率
は

　

11
・
４
％
で
基
準
超
え
ず

　

 

問
い
合
わ
せ　

　

  

財
政
課

     

☎
２
３
・
１
１
１
１

         （
内
線
２
３
４
）

　

上
の
図
の
四
指
標
に
は
、
財
政
の

健
全
化
を
判
断
す
る
た
め
に
、
二
つ
の

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
る

と
「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と

公
表
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

●
財
政
再
生
基
準

　

比
率
が
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
、

市
は
「
財
政
再
生
計
画
」
の
策
定
と

公
表
だ
け
で
な
く
、
地
方
債
の
借
り

入
れ
の
制
限
や
総
務
大
臣
か
ら
予
算

変
更
な
ど
の
勧
告
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

市
と
一
部
事
務
組
合
が
、
将
来
負

担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ

や
債
務
負
担
行
為
な
ど
の
総
額
は
約

５
５
７
億
４
０
０
０
万
円
で
す
が
、
そ

の
う
ち
約
３
０
３
億
４
０
０
０
万
円

は
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
基

金
や
特
定
財
源
を
除
い
た
金
額
を
、

市
の
一
般
的
な
財
源
で
割
り
返
し
た

結
果
、
市
の
将
来
負
担
比
率
は
68
・

１
％
（
23
年
度
は
76
・
５
％
）
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
市
が
将
来
負

担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な

ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般
的
な
財
源

の
約
０
・
７
年
分
に
当
た
る
」
と
い

　

今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
等
を
算

定
し
た
結
果
、
石
岡
市
の
財
政
状
況

は
、「
健
全
段
階
」
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
駅
周
辺
整
備
や
庁
舎
整
備

を
は
じ
め
、
歳
出
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
財
政
運
営
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
と
す
る
事

業
の
重
点
化
・
効
率
化
を
行
う
な
ど
、

財
政
の
健
全
化
に
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
は
、
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
額
の

大
き
さ
が
数
値
の
決
め
手
に
な
り
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
市
は
借
り
入
れ
を

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
が
借
り
入
れ

を
行
う
こ
と
に

は
「
長
く
使
用
で

き
る
施
設
の
整
備

費
用
は
、
次
の
世

代
に
も
負
担
し
て
も
ら
い
、
世
代
間

の
費
用
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
よ

う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

30
年
返
済
の
借
り
入
れ
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
数
の
間
に
施
設
を
利
用

す
る
市
民
が
、
整
備
費
用
を
公
平
に

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市
は

地
方
債
の
多
く
を
施
設
の
建
設
や
道

路
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
に
充
て
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
計
が
厳
し
い
と
き

に
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
市
も
一
般
家
庭
も
同
じ
で
す
。

市
の
財
政
は

　
　

健
全
な
状
況
で
す

市
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
の
お
知
ら
せ

　

健
全
化
判
断
比
率
と
と
も
に
算
定

し
た
も
の
に
、
公
営
企
業
に
係
る
資

金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
比

率
は
、
事
業
の
規
模
に
対
す
る
資
金

不
足
額
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す

が
、当
市
の
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
各
事
業
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足

が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
算
定
結
果

事業名 資金不足
比率 経営健全化基準

水道事業 － 20.0
簡易水道事業 － 20.0
下水道事業 － 20.0
農業集落排水事業 － 20.0

市公営企業に係る資金不足比率
（単位：％）

平成 24 年度決算

　　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
、
平
成
23
年
度
に
引
き
続

き
、
と
も
に
赤
字
額
が
な
か
っ
た
た

め
、
比
率
は
「
な
し
」
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
計
算
上
算
定
さ
れ
る

黒
字
の
程
度
（
マ
イ
ナ
ス
値
で
表

示
）
は
、
実
質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ

ス
６
・
85
％
（
23
年
度
は
マ
イ
ナ
ス

10
・
76
％
）、
連
結
実
質
赤
字
比
率

が
マ
イ
ナ
ス
９
・
69
％
（
23
年
度
は

マ
イ
ナ
ス
13
・
83
％
）
で
し
た
。

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

比
率
が
23
年
度
と
比
較
し
て
８
・

４
％
減
少
し
た
主
な
要
因
は
、
基
金

を
積
み
増
し
し
た
こ
と
や
一
部
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
等
見
込
額
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標
の
総
称

で
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
れ
ら

の
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
、
財
政
健
全
化
計

画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標
※
１

準
財
政
規
模
に
占
め
る
普
※
２

通
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
な
お
、
普
通
会
計
が
赤
字
で
な

い
場
合
、こ
の
実
質
赤
字
比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
す
。

※
１ 

標
準
財
政
規
模
…
…
標
準
的

な
状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ
る
一
般

財
源
（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
財
源
と
、
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
特
例
的
に

認
め
ら
れ
る
地
方
債
の
発
行
可
能
額

の
合
計
）
で
す
。

※
２ 

普
通
会
計
…
…
各
地
方
自
治

体
の
会
計
の
範
囲
を
統
一
し
、
統
計

上
の
整
理
、
比
較
を
容
易
に
す
る
た

め
に
総
務
省
が
定
め
た
会
計
区
分
。

　平成 19 年に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が
公布され、市は財政状況を四つの指標で表すことになりました。
　平成 24 年度決算に基づく石岡市の指標は昨年度に引き続き、
いずれも健全な状況を示す数値となりました。

借
り
入
れ
等
の
将
来
負
担
は

　

一
般
財
源
の
約
０
・
７
年
分

資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

な
ぜ
、
市
は
地
方
債
を

      

借
り
入
れ
し
て
い
る
の
か

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

二
つ
の
赤
字
比
率
は
「
な
し
」

　

市
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全

化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
を
算
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の
早

期
健
全
化
と
分
か
り
や
す
い
財
政
状
況

の
情
報
開
示
な
ど
の
た
め
の
比
率
で
す
。

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
各
比
率
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
文
中
、
平
易
な
表
現
と
す
る
た
め
、

説
明
を
簡
略
化
し
た
表
記
が
あ
り
ま
す
。

グラフから見た市の財政健全度  平成24年度決算

★ 印は、市の現況

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。

■ 財政再生基準

■ 早期健全化基準

凡例
イエローゾーン

レッドゾーン

12.60% 20.00%

350.0%

30.00%17.60%

35.0%25.0%

0%

0%

0%

0%

★

★

△6.85

68.1

11.4

△ 9.69

★

★

平成  24  年度決算
　

し
か
し
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
駅
周
辺
整
備
や
庁
舎
建
設
、

市
道
整
備
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う

に
継
続
的
な
支
出
を
必
要
と
す
る
経

費
が
一
般
財
源
の
う
ち
90
・
６
％
と

い
う
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
た

め
、
今
回
の
比
率
は
楽
観
視
で
き
る

数
値
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
市
と
し
て

は
、引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
向
け
、

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

は
表
の
と
お
り
「
な
し
」
と
な
り
ま

し
た
。

用
語
の
説
明

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
全

会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
赤
字
額
の
考
え
方
と
、
会
計
が

赤
字
で
な
い
場
合
に
比
率
が「
な
し
」

と
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
と
同

様
で
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

市
と
市
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組

合
・
広
域
連
合
（
霞
台
厚
生
施
設
組

合
や
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
な

ど
）
が
起
こ
し
た
借
り
入
れ
の
返
済

額
の
割
合
を
示
し
、
過
去
３
か
年
の

平
均
値
を
そ
の
年
度
の
比
率
と
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
将
来
負
担
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

普
通
会
計
が
将
来
的
に
負
担
す
る
と

見
込
ま
れ
る
、
市
、
一
部
事
務
組
合
・

広
域
連
合
、
地
方
公
社
・
第
三
セ
ク

タ
ー
等（
市
産
業
文
化
事
業
団
な
ど
）

の
借
り
入
れ
、
債
務
負
担
な
ど
の
割

合
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
市
が
将

来
負
担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入

れ
な
ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般
的
な

財
源
の
何
年
分
に
当
た
る
か
」
と
い

う
も
の
で
、
比
率
が
１
０
０
で
あ
れ

ば
１
年
分
、
１
５
０
で
あ
れ
ば
１
・

５
年
分
と
言
え
ま
す
。

　資金不足の比率は、いずれも値がないため「－」と
表示しています。

健全化判断比率 石岡市 早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 －     12.6 　20.00

連結実質赤字比率 －     17.6 　30.00

実質公債費比率 11.4     25.0 　35.0
将来負担比率 68.1   350.0

（単位：％）

　実質赤字比率・連結実質赤字比率は、ともに赤字額がない
ため「－」と表示しています。

平成 24 年度決算に基づく市の健全化判断比率

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　　４５　　広報いしおか 11 月１日号  №１９４



　

市
の
財
政
は
、
金
額
も
大
き
く
、

専
門
用
語
が
多
い
た
め
、
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
24
年
度
の
石
岡
市

一
般
会
計
決
算
の
１
億
円
を
家
計
簿

の
１
万
円
に
置
き
換
え
、
市
の
財
布

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
10
年
前
（
平
成
14

年
度
決
算
）
の
状
況
と
比
較
し
て
み

ま
し
た
。

　
10
年
前
と
比
べ
て
給
料
は
変
わ

ら
ず
、
依
然
と
し
て
親
か
ら
の
援

助
や
仕
送
り
に
頼
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
自
分
で
確
保
で
き
る
収
入

は
、
給
料
と
パ
ー
ト
収
入
を
合
わ

せ
て
も
、
３
割
程
度
で
す
。

　
10
年
前
と
比
べ
て
、
医
療
費
や

子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、家
の
増
改
築
・

家
電
の
購
入
を
控
え
た
り
、
食
費

や
生
活
費
を
抑
え
て
赤
字
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
貯
金
を
増
や
し
な
が
ら
、
ロ
ー

ン
を
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
ロ
ー
ン
残
高
の
管
理
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

 

財
政
課

　

 

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
３
４
）

収
入

支
出

貯
金
と
ロ
ー
ン
の
残
高

10
年
前
の

  

平
成
14
年
と

  

　   

比
べ
る
と

※ （　）内は平成 14 年度との比較です。△はマイ
ナスを表します。平成 14 年度の額は、旧石岡市と
旧八郷町それぞれの決算額の合計です。
※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。
また、基金からは、定額運用基金を除いています。

石岡市の
 お財布は

平成24年度石岡市一般会計決算

貯金残高（基金残高）
91 万円 

（＋ 37）

ローン残高（市債残高）
278 万円 

（Δ 9）

貯 金 と ロ ー ン 残 高

食費（人件費）
52 万円 

（Δ８）

生活費（物件費）
34 万円 

（Δ 3）

医療費・養育費（扶助費）
54 万円 

（＋ 29）

家の補修代（維持補修費）
3 万円 

（± 0）

ローンの返済（公債費）
35 万円 

（＋ 3）

自治会費など（補助費など）
23 万円 

（Δ 8）

家の増改築・家電の購入

（普通建設事業費など）

47 万円 

（Δ 2）

貯金（積立金・貸付金など）
15 万円 

（＋ 12）

子どもへの仕送り

（国保・介護・下水道などへの繰出金）

37 万円 

（＋ 8）

合　計
300 万円 

（＋ 31）

支出収入
給料（市税）

97 万円 

（± 0）

パート収入

（使用料・負担金など）

17 万円 

（Δ 3）

親からの仕送り

（地方交付税・消費税交付金など）

79 万円 

（Δ 5）

親からの援助

（国庫支出金・県支出金）

58 万円 

（＋ 28）

ローン借り入れ（市債）
38 万円 

（＋ 9）

貯金の取り崩し

（基金繰入金）

2 万円 

（Δ 4）

前年度からの繰越（繰越金）
24 万円 

（＋ 10）

合　計
315 万円 

（＋ 35）

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　　６

11 月 9 日～ 15 日　秋季全国火災予防運動

消すまでは　心の警報　ON のまま

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
も
乾
燥
し
て
く
る
た
め
、

例
年
、
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
全
国
統
一
標
語
『
消
す
ま
で
は

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

● 

住
宅
防
火
対
策

● 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

● 

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る

　

 

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

● 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の

　

 

推
進

● 

多
数
の
観
客
な
ど
が
参
加
す
る
行
事
で
の

     

火
災
予
防
指
導
な
ど
の
徹
底

を
重
点
目
標
と
し
、
11
月
９
日
～
15
日
ま
で
秋

の
火
災
予
防
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

【
四
つ
の
対
策
】

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

　

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ポイント

４
ポイント

５
ポイント

６
ポイント

７

【
三
つ
の
習
慣
】

　

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

ポイント

１
ポイント

２
ポイント

３

　

住
宅
火
災
の
死
者
数
は
、
建
物
火

災
全
体
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
主
な
原
因
は「
逃
げ
遅
れ
」

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
市

で
も
、
石
岡
市
火
災
予
防
条
例
の
施

行
に
よ
り
平
成
23
年
６
月
１
日
か

ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
（
煙
感
知
器
）
の
設
置
を
義

務
化
し
ま
し
た
。
ま
だ
設
置
し
て
い

な
い
住
宅
は
、
早
め
に
設
置
く
だ
さ

い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置

に
よ
り
、
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義

務
化
に
伴
い
、
県
内
で
も
訪
問
販
売

な
ど
不
適
正
販
売
の
事
例
が
見
ら
れ

ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

石
岡
消
防
署

☎
２
３
・
０
１
１
９

火
災
か
ら
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

購入の目安
（NS マーク）

総合防災訓練に
　　　　参加を

　

市
・
防
災
関
係
機
関
・
市
民
が
協

力
し
て
、
情
報
収
集
・
伝
達
、
避
難
、

救
出
・
救
助
な
ど
、
地
震
に
よ
る
被

害
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
上
空
偵

察
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
活
動
訓
練

な
ど
、
防
災
関
係
機
関
が
連
携
し
て

行
う
訓
練
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
防

災
食
や
豚
汁
の
炊
き
出
し
の
試
食
、

応
急
医
療
な
ど
防
災
に
関
す
る
様
々

な
体
験
が
で
き
ま
す
。
積
極
的
に
参

加
く
だ
さ
い
。

※
防
災
訓
練
当
日
は
、
会
場
周
辺
で

航
空
機
な
ど
に
よ
る
騒
音
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
、
防
災
訓
練
実

施
の
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
訓
練
の
目

的
を
理
解
の
う
え
、協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

日時　11 月 23 日（土）
午前 8 時 30 分～ 11 時
※小雨決行・雨天中止
場所　石岡小学校 校庭

７　　広報いしおか 11 月１日号  №１９４

応急処置の訓練

バケツによる消火訓練



感
謝
を
込
め
て 

ま
ち
を
き
れ
い
に

武
蔵
野
美
大
生
と
地
元
住
民

が
ア
ー
ト
な
ま
ち
め
ざ
す

　

ア
ー
ト
サ
イ
ト
八
郷
２
０
１
３

が
、
８
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
の
７

日
間
、
上
青
柳
地
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
武
蔵
野
美
術
大
学
け
ん
ち
く
探

検
隊
ア
ー
ト
サ
イ
ト
八
郷
実
行
委
員

会
が
主
催
し
、
上
青
柳
地
内
を
舞
台

に
、
そ
こ
で
手
に
入
る
竹
な
ど
を

使
っ
た
同
大
学
の
学
生
た
ち
の
作
品

を
野
外
に
展
示
す
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
里
山
の
保
全
の
た
め
に
竹

まちの
話題

できごと

　

８
月
25
日
、
石
岡
商
工
会
議
所
青

年
部
（
石
橋
秀
文
会
長
）
主
催
の
清

掃
活
動
が「
い
し
お
か
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
元
へ
感
謝
を
込
め
て
行
っ
た

も
の
で
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い
し

お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
か
ら
１
キ
ロ
圏

内
の
範
囲
の
ご
み
を
拾
い
集
め
、
ご

み
の
重
さ
で
順
位
を
決
め
る
と
い
う

ル
ー
ル
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
16
人
が
参
加
し
、

三
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
出
発
し
、
合
わ
せ
て
約

30
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
回
収
し
ま

し
た
。

　

石
橋
会
長
は
「
自
分
の
住
む
ま
ち

が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
と
う
れ
し

い
し
、
ご
み
拾
い
を
通
し
て
石
岡
の

魅
力
が
再
発
見
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

ま
ち
の
た
め
に
役
立
て
る
活

動
を
企
画
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

社
明
運
動
市
推
進

委
員
会
が
啓
発
活
動

成
人
式
実
行
委
員
会
で
来
年

の
成
人
式
典
を
話
し
合
う

　

成
人
式
実
行
委
員
会
を
８
月
23
日

と
10
月
６
日
の
２
日
間
、
市
役
所
会

議
室
で
行
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
は
市
内
８
中
学
校
の

卒
業
生
の
う
ち
32
人
で
構
成
さ
れ
、

成
人
式
の
日
程
や
式
典
の
内
容
、

役
割
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

協
議
の
結
果
、
成
人
式
は
来

年
の
１
月
12
日
に
石
岡
市
民
会

館
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
記
念

品
は
実
行
委
員
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
ク
オ
カ
ー
ド
に
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
実
行
委
員
会
で

は
、
成
人
式
典
前
日
に
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
の
新
成
人
は
平
成
５
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

八
幡
宮
太
々
神
楽

　
　
　
　
奉
納
さ
れ
る

　

柿
岡
八
幡
宮
太
々
神
楽
が
９
月
19

日
、
20
日
の
二
日
間
、
柿
岡
に
あ
る

八
幡
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
の
神
楽
は
別
名
「
柿
岡

の
じ
ゃ
か
も
こ
じ
ゃ
ん
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
中
秋
の
名
月
を
迎
え
る

旧
暦
８
月
15
日
と
そ
の
前
日
の
夜

に
、
12
の
神
楽
舞
を
５
時
間
か
け
て

奉
納
し
ま
す
。

国
府
中
空
手
同
好
会
が

10
年
連
続
全
国
へ
出
場

続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、

士
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
全
国
大
会
後
に
３
年
生

が
引
退
し
た
た
め
、
１
年
生
８
人
、

２
年
生
８
人
、
合
わ
せ
て
16
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
に
当
た
る
渡
辺
昇
監
督
は

「
年
々
全
国
の
レ
ベ
ル
は
上
が
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
６
年
後
の
茨
城
国

体
に
向
け
て
、
県
内
外
の
中
学
校
と

練
習
試
合
を
重
ね
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
に
は
と
に
か
く
続
け
て
も
ら
い

た
い
。
す
ぐ
に
結
果
は
出
な
い
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
ど
、
地
道
に
や
っ
て
い

く
こ
と
が
必
ず
結
果
に
つ
な
が
る
の

で
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

石
岡
市
推
進
委
員
会
で
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
７

月
か
ら
街
頭
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
啓
発
運
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

神
楽
舞
の
ほ
か
に
も
地
元
か
ら
選

ば
れ
た
巫
女
の
舞
や
、
厄
除
け
と
し

て
餅
ま
き
の
舞
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た

見
物
客
で
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
天
気
が
良
く
、
神
社

は
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
、
夜
が
更

け
る
ま
で
神
楽
は
続
き
ま
し
た
。

　

見
物
人
は
「
こ
う
し
て
郷
土
芸
能

が
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
続
け
ら

れ
て
い
る
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
」

と
感
心
し
た
表
情
を
し
て
い
ま
し

た
。

▲展示された作品についてけんちく探検隊のメンバーが教えて
てくれました。

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
８
月

１
日
現
在
で
８
３
８
人
に
な
り
ま

す
。
式
典
に
は
、
成
人
の
門
出
を
祝

う
新
成
人
た
ち
が
石
岡
市
民
会
館
に

集
い
ま
す
。

▲２日間にわたり、立派な舞を披露した巫女たち。

後列左から大山企画調整課長補佐（小美玉市）、佐々木市長公室長
（石岡市）、前列左から久保田石岡市長、太田国土交通大臣、鶴町小
美玉市副市長。

▲ごみ拾いが終わり、清々しい表情の有志たち。

か
し
て
つ
戦
略
会
議

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

を
伐
採
し
て
作
品
を
作
り
、
最
後
は

燃
や
し
、
で
き
た
炭
を
田
ん
ぼ
に
か

え
す
と
い
う
自
然
循
環
も
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
野
外
展
示
の
ほ
か
に
、

木
崎
清
彦
さ
ん
宅
の
か
や
ぶ
き
民
家

を
借
り
て
、
学
生
た
ち
の
芸
術
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
は
、
ば
ら
き
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
碁
石
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
地
域
社
会
と

の
絆
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

た
め
に
「
第
２
回
絆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
（
Ｐ
Ｋ
）
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
90
組
を
超
え

る
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ｐ
Ｋ
合
戦
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
推
進
委
員
が
参
加
者

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
品
の
う
ち
わ
を

手
渡
し
な
が
ら
、
同
運
動
へ
の
理
解

と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日

間
、
長
野
市
を
会
場
に
行
わ
れ

た
第
21
回
全
国
中
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会
に
国
府
中
学
校
空

手
同
好
会
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
茨

城
県
中
学
校
空
手
道
選
手
権
大

会
で
男
子
団
体
が
「
形
」
と
「
組

手
」
の
部
、
女
子
団
体
が
「
組

手
」
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝

し
、
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
同
好
会
で
は
、
10
年
連

　

９
月
18
日
、
東
京
の
霞
が
関
に
あ

る
中
央
合
同
庁
舎
で
平
成
25
年
地
域

▲実行委員会は和気あいあいとした雰囲気です。

公
共
交
通
優
良
団
体
表
彰
が
行
わ

れ
、
か
し
て
つ
沿
線
地
域
公
共
交
通

戦
略
会
議
が
国
土
交
通
大
臣
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
域
公
共
交
通
に

関
す
る
取
り
組
み
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

か
し
て
つ
バ
ス
は
、
鹿
島
鉄
道
跡

地
を
バ
ス
専
用
道
と
し
て
有
効
活

用
し
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（Bus　

Rapid　

Transit

：
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
を
導
入
し
、
定
時
性
と
速
達
性

の
確
保
を
実
現
し
た
ほ
か
、
沿
線
自

治
会
や
高
校
生
に
よ
る
利
用
促
進
や

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
広
報
い
し
お
か
」

　
　
　
　
お
詫
び
と
訂
正

　

10
月
１
日
号
10
ペ
ー
ジ
「
八
郷
商

工
会
が
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
」
の
記

事
中
、名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
櫻
井
茂
幸
さ
ん
で
す
。

　

10
月
15
日
号
12
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン

ト
」
で
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
問

い
合
わ
せ
先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
八
郷
総
合
支
所 

総

務
課
で
す
。
13
ペ
ー
ジ
「
11
月
の
納

税
な
ど
」
の
納
期
限
は
12
月
２
日

（
月
）
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▲表彰式の様子。家族で気持ち良い汗を流しました。

▲全国大会出場が決まり市役所に表敬訪問した生徒たち。

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　　８９　　広報いしおか 11 月１日号  №１９４



エ
ン
ゼ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
会
員
募
集

　

エ
ン
ゼ
ル
・
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
し
な

が
ら
、
気
軽
に
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

対
象
者　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
で
、
原
則
、
地
域
を

週
１
回
以
上
パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人
。

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

勤
務
先
ま
た
は
通
学
先
を
証
明
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
・
学
生
証
な
ど
）
を
持

参
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
会
員
に
は
会
員
証
と
パ
ト
ロ
ー
ル

用
の
帽
子
、
腕
章
を
渡
し
ま
す
。

・
現
在
会
員
で
継
続
し
て
活
動
で
き

る
人
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
に

協
力
く
だ
さ
い
。
継
続
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
市
民
総

合
賠
償
保
障
保
険（
市
が
費
用
負
担
）

に
加
入
し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル

桜
づ
つ
み
の
里
親
募
集

　

桜
づ
つ
み
は
、
高
浜
地
区
の
恋
瀬

川
右
岸
に
あ
る
愛
郷
橋
の
下
流
に
、

桜
を
植
栽
し
た
面
積
１
万
８
５
９
０

㎡
の
遊
歩
道
で
す
。
こ
の
桜
づ
つ
み

の
里
親
と
な
り
美
化
活
動
を
し
て
く

れ
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

ご
み
の
回
収
、草
刈
り
、

除
草
な
ど
の
園
内
の
環
境
美
化
・
植

樹
の
損
傷
な
ど
の
情
報
提
供

市
の
支
援
内
容　

用
具
の
貸
与
・
ご

中
に
発
生
し
た
事
故
は
、
そ
の
保
険

契
約
に
基
づ
い
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

※
不
審
者
な
ど
を
目
撃
し
た
と
き
は
、

警
察
に
通
報
し
、
警
察
官
が
来
る
ま

で
声
を
か
け
た
り
捕
ま
え
る
な
ど
危

険
な
行
為
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

八
郷
総
合
支
所
総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
８
）

み
袋
な
ど
資
材
の
提
供

里
親
期
間　

市
と
里
親
の
合
意
形
成

さ
れ
た
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
（
茨
城
県
土
浦
土
木
事
務
所
の

河
川
占
用
許
可
期
限
に
よ
り
、
延
長

の
場
合
あ
り
）

申
込
資
格　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
で
構
成
す
る
団
体
（
団
体

の
代
表
者
は
満
20
歳
以
上
の
人
）

受
付
期
間　

11
月
１
日
～
22
日

東
地
区
公
民
館
ま
つ
り

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

実
技
発
表　
　

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分　

※
正
午
～
午
後
２
時
を
除
く

・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス  

　

午
前
10
時
～
10
時
20
分

・
竹
桐
会　

  

　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分 

・
フ
ラ
ダ
ン
ス 

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

・
民
謡 　

    

　

午
前
11
時
40
分
～
正
午

・
太
極
拳

　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

体
験
コ
ー
ナ
ー

（
囲
碁
、
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

バ
ザ
ー
（
洋
裁
作
品
）  

　

午
前
10
時
30
分
～

問
い
合
わ
せ　

東
地
区
公
民
館　
　

☎
２
６
・
６
５
０
３

日
時　

11
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

場
所　

東
地
区
公
民
館

内
容　

公
民
館
同
好
会
員
と
公
民
館

講
座
生
の
作
品
展
示
・
実
技
発
表

日
程　
　

23
日
（
土
）    

作
品
展
示　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

実
技
発
表　

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
10
分　

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

・
フ
ラ
ダ
ン
ス

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

・
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス        

　

午
前
10
時
40
分
～
11
時 

・
Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ （
ズ
ン
バ
） 

　

午
前
11
時
10
分
～
11
時
30
分

・
か
さ
ぶ
ら
ん
か

　

午
前
11
時
40
分
～
正
午

・
オ
カ
リ
ー
ナ  

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
童
謡      

　

午
後
１
時
40
分
～
２
時
10
分

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
茶
席
） 　
　

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

バ
ザ
ー
（
陶
芸
・
洋
裁
作
品
）  

　

午
前
10
時
30
分
～ 　

 

24
日
（
日
）　

作
品
展
示　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

　
社
会
保
険
料
控
除
の

　
　
対
象
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
、
所
得

税
・
市
県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
が
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
証
明

書
を
送
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
の
時

な
ど
に
必
要
な
も
の
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
の
対
象　

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
分
。

※
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

送
付
時
期　

11
月
上
旬

※
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
に
な
っ
て
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
は
、
平

成
26
年
２
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構 

控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
０
・
０
７
０
・
１
１
７

０
５
０
・
０
７
０
の
電
話
の
場
合

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０

【
受
付
期
間
】　

11
月
１
日
（
金
）
～

　
　
　

   

平
成
26
年
３
月
14
日（
金
）

※
土
・
日
曜
・
祝
日
と
12
月
29
日
～

１
月
３
日
は
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、

第
２
土
曜
日
は
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。
第
２
土

曜
日
は
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

国
民
年
金
保
険
料
の

　
納
付
期
間
が
延
長

　

後
納
制
度
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
過

去
２
年
間
か
ら
10
年
間
ま
で
に
延
長

し
、
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
制
度
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
届
出
を
忘
れ
た

国
民
年
金
の
資
格
期
間
や
年
金
受
給

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

延
長
期
限 

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
か
土
浦
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

０
５
０
・
０
７
０
の
電
話
の
場
合

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
０
１
５

【
受
付
時
間
】　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
月
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
。
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、
12
月
29
日

～
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
。た
だ
し
、

第
２
土
曜
日
は
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

土
浦
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
７
１
２
１

誰
が
支
援
し
て
く
れ
る
の
？

　

家
族
や
親
族
の
ほ
か
弁
護
士
や
司

法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
を
希
望

で
き
ま
す
。
最
終
的
に
家
庭
判
所
に

選
ば
れ
た
人
（
後
見
人
、
保
佐
人
、

補
助
人
）
が
支
援
し
ま
す
。

ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
の
？

　

本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
り

成
年
後
見
制
度
を

　
知
っ
て
い
ま
す
か

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
を
保
護
し
支
援
す
る

制
度
で
す
。
任
意
後
見
制
度
と
法
定

後
見
制
度
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
任
意
後
見
制
度
…
現
在
は
判
断
能

力
が
十
分
な
人
が
、
不
十
分
に
な
っ

た
と
き
に
事
前
に
誰
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
も
ら
う
か
を
公
証
役
場

を
通
し
て
契
約
し
て
お
く
制
度
で
す
。

②
法
定
後
見
制
度
…
家
庭
裁
判
所
に

選
ば
れ
た
人
が
、
認
知
症
・
知
的
障

が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て

物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
な

い
人
に
預
貯
金
な
ど
の
管
理
や
日
常

生
活
の
様
々
な
こ
と
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。
法
定
後
見
制
度
は
、
本
人

の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
り
後
見
制

度
・
保
佐
制
度
・
補
助
制
度
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

預
貯
金
管
理
や
不
動
産
処
分
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
や
料
金
な
ど

の
支
払
い
を
行
い
ま
す
。

支
援
し
て
く
れ
る
人
へ
の
報
酬
は
？

　

家
庭
裁
判
所
が
本
人
の
支
払
い
能

力
に
応
じ
た
報
酬
を
決
定
し
ま
す
。

手
続
き
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
？

　

本
人
住
所
地
の
家
庭
裁
判
所
へ
申

し
立
て
を
し
ま
す
。

誰
が
、
申
し
立
て
で
き
る
の
？

　

本
人
や
配
偶
者
・
四
親
等
内
の
親

族
・
市
区
町
村
長
・
検
察
官
な
ど
。

※
親
族
で
申
し
立
て
る
人
が
い
る
場

合
、
原
則
と
し
て
市
区
町
村
長
は
申

し
立
て
を
行
い
ま
せ
ん
。

申
し
立
て
の
期
間
と
費
用
は
？

　

期
間
は
３
か
月
前
後
で
費
用
は

10
万
円
前
後
で
す
。（
収
入
印
紙
・

登
記
印
紙
や
郵
便
切
手
・
本
人
の
判

断
能
力
を
確
認
す
る
た
め
の
医
師
の

診
断
や
鑑
定
料
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
の
場
合 

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー 

☎
３
５
・
１
１
２
７

障
が
い
な
ど
の
場
合 

社
会
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

地域の
見守り

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
４
０
）

美化
活動

後見
制度
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測定値（園庭中央）　
9 月第 4 週 10 月第 1 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
第１保育所 0.125 0.108 0.127 0.105
第２保育所 0.124 0.102 0.117 0.098
園部保育所 0.118 0.114 0.111 0.081
みなみ保育所 0.085 0.103 0.089 0.103
やさと中央保育所 0.163 0.113 0.105 0.097
石岡明照保育園 0.073 0.069 0.096 0.076
泉ケ丘保育園 0.099 0.093 0.114 0.090
国分台ふたば保育園 0.128 0.105 0.110 0.089
ひかり保育園 0.123 0.084 0.107 0.088
わかくさ保育園 0.124 0.127 0.111 0.100
しらゆり保育園 0.093 0.083 0.108 0.081
そとの保育園 0.061 0.060 0.057 0.058
石岡ひまわり保育園 0.131 0.117 0.141 0.119
りんりん保育園 0.098 0.097 0.097 0.099
ことりの森保育園 0.083 0.074 0.067 0.057
児童館 0.054 0.059 0.064 0.073
児童センター（入口） 0.090 0.082 0.093 0.091

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器　　　　　　
（地上 1m）

9/27 金 0.117 0.106 0.123 0.121 0.107 0.137 0.086 0.093
30 月 0.102 0.108 0.132 0.112 0.106 0.150 0.076 0.088

10/1 火 0.107 0.102 0.127 0.103 0.099 0.144 0.082 0.101
2 水 0.113 0.127 0.129 0.103 0.095 0.145 0.079 0.101
3 木 0.120 0.118 0.124 0.102 0.100 0.145 0.088 0.086
4 金 0.110 0.115 0.110 0.099 0.115 0.137 0.095 0.090
7 月 0.104 0.105 0.137 0.118 0.100 0.139 0.089 0.095
8 火 0.108 0.108 0.133 0.111 0.106 0.130 0.081 0.097
9 木 0.108 0.111 0.131 0.117 0.095 0.130 0.085 0.083

10 金 0.112 0.111 0.136 0.110 0.101 0.139 0.085 0.094
11 月 0.103 0.117 0.118 0.112 0.109 0.144 0.097 0.111

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

9 月第 4 週 10 月第 1 週
地表 地上 1m 地表 地上 1m

石岡中学校 0.093 0.079 0.084 0.077
府中中学校 0.173 0.150 0.171 0.151
城南中学校 0.125 0.120 0.120 0.115
国府中学校 0.111 0.093 0.102 0.106
園部中学校 0.121 0.106 0.124 0.105
八郷中学校 0.044 0.040 0.048 0.042

中学校

Ａ 2700
測定器

9 月第 4 週 10 月第 1 週
地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m

石岡小学校 0.089 0.088 0.101 0.097
府中小学校 0.112 0.098 0.114 0.102
高浜小学校 0.093 0.092 0.094 0.095
東小学校 0.101 0.095 0.096 0.093
三村小学校 0.128 0.124 0.120 0.119
関川小学校 0.157 0.143 0.135 0.134
北小学校 0.147 0.118 0.140 0.125
南小学校 0.152 0.126 0.146 0.125
杉並小学校 0.111 0.118 0.118 0.110
園部小学校 0.129 0.131 0.127 0.128
東成井小学校 0.127 0.113 0.128 0.119
瓦会小学校 0.086 0.094 0.081 0.084
林小学校 0.088 0.080 0.094 0.083
恋瀬小学校 0.090 0.087 0.090 0.087
葦穂小学校 0.122 0.094 0.099 0.087
吉生小学校 0.090 0.096 0.097 0.106
柿岡小学校 0.100 0.104 0.107 0.096
小幡小学校 0.120 0.112 0.117 0.111
小桜小学校 0.106 0.106 0.104 0.102

小学校

Ａ 2700
測定器

保育所
など私立公立

PA-1000 Radi測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も測定してい
ます。ホームページで確認できます。

市内各施設の
　　　     放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

9 月 27 日～
            10 月 11 日

● 問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
9 月第 4 週 10 月第 1 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
府中幼稚園 0.099 0.089 0.127 0.103
国分寺幼稚園 0.053 0.079 0.064 0.097
石岡善隣幼稚園 0.071 0.074 0.100 0.081
ばらき台幼稚園 0.078 0.073 0.089 0.069
石岡幼稚園 0.066 0.094 0.070 0.086
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.083 0.074 0.067 0.057
八郷幼稚園 0.117 0.099 0.112 0.085
東幼稚園（園庭） 0.132 0.130 0.136 0.129

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

10 月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.131 0.108 0.109
葦穂地区多目的研修センター 0.133 0.093 0.105
瓦会地区多目的研修センター 0.110 0.082 0.087
石岡学校給食センター 0.152 0.107 0.134
農村資料館 0.095 0.082 0.090
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 0.091 0.088 0.098
まちかど情報センター 0.094 0.080 0.080
常陸風土記の丘 0.127 0.111 0.111
茨城県フラワーパーク 0.126 0.123 0.114
つくばねオートキャンプ場 0.116 0.102 0.109
朝日里山学校 0.132 0.132 0.133
石岡運動公園 0.121 0.117 0.127
八郷総合運動公園 0.064 0.061 0.064
柏原野球公園 0.192 0.166 0.156
柏原サッカー公園 0.085 0.080 0.090
小井戸運動広場 0.124 0.101 0.095
国府公園 0.146 0.128 0.146
石岡ステーションパーク 0.090 0.087 0.068
いしおかイベント広場 0.119 0.073 0.081
やさと温泉ゆりの郷 0.117 0.114 0.108
柏原池公園 0.154 0.138 0.138
八軒向第 3 公園 0.097 0.095 0.111
フローラル西公園 0.103 0.100 0.098
ばらき台第２公園 0.107 0.118 0.113
池の台住宅記念碑 0.144 0.136 0.138

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

※国における放射線量の基準値は、地上 1 ｍ（子どもの場合は地上 0.5 ｍ）で毎時 0.23 マイクロシーベルト以下です。

放射線量の推移
　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
、
２
年

半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
放
射
線
量
は
、
収
束
に
向
け

た
各
種
取
り
組
み
や
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
効

果
（
※
）
な
ど
で
、
事
故
発
生
当
時
に

比
べ
て
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
産
の
農
作
物
・
水
道
水
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
安

心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
効
果
…
風
雨
な
ど
自

然
現
象
に
よ
る
減
衰
効
果
の
こ
と
。

市
内
放
射
線
の
推
移

　

市
で
は
、
震
災
以
降
、
公
共
施
設
や

小
中
学
校
、
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
で

放
射
線
量
の
測
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
６
月
７
日
に
、
０
・

２
５
５（
本
庁
舎
）、０
・
２
３
６（
支
所
）

あ
っ
た
放
射
線
量
も
、
平
成
25
年
９
月

６
日
に
は
０
・
１
０
３
（
本
庁
舎
）、０
・

０
９
８
（
支
所
）
と
ど
ち
ら
も
60
％
ほ

ど
減
少
し
ま
し
た
。

放射線量の基準値設定の考え方
　基準値は、平常時に一般の人が身体に影
響を及ぼさない範囲で、年間に受ける空間
放射線量率を考慮して算出しています。
　基準値は 0.23 マイクロシーベルト / 時
です。

　基準値 0.23 マイクロシーベルト / 時に
は、自然界にもともと存在している宇宙線
や大地、建物、食品などに由来する自然
放射線 0.04 ～ 0.05 マイクロシーベルト /
時が含まれています。
　ウェザリング効果などにより市内の空間
線量は減少し、自然界にもともと存在して
いる自然放射線 0.04 ～ 0.05 マイクロシー
ベルト / 時の値に近づいてきています。

農
作
物
の
安
全

　

市
場
に
出
回
っ
て
る
農
作
物
は
、
基
準

値
を
下
回
っ
て
い
て
安
心
で
す
。
野
生
の

山
菜
な
ど
は
、
食
品
放
射
能
検
査
を
行
う

こ
と
を
す
す
め
ま
す
。

　

出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
「
原

木
し
い
た
け
」「
タ
ケ
ノ
コ
」
の
農
作
物

以
外
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
持
ち
込

み
に
よ
る
市
産
農
作
物
の
食
品
放
射
能
検
査
で
は
、
基

準
値
を
超
え
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
お
学
校
給
食
に
使
わ
れ
て
い
る
農
作
物
の

放
射
能
検
査
で
も
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

食品群 放射性セシウム
基準値（ベクレル / ㎏）

一般食品 100
飲料水 10
牛乳 50

乳児用食品 50

食品中の放射性セシウムの
基準値設定の考え方
　乳幼児から老人までのすべての層を考慮
した「一般食品」の摂取量などにより、身
体に影響が出る値を各々の層で算出した結
果、最も影響が出る層の値は 120 ベクレ
ル / ㎏です。それよりも厳しい 100 ベク
レル / ㎏を全体の基準値としました。
※飲料水や牛乳、乳児用食品の基準値は
より厳しい値になっています。

●本庁
■支所

平
成
23
年

６
月
７
日

平
成
24
年

６
月
７
日

平
成
25
年

９
月
６
日

0.05

0.10

0.20

0.15

0.25 ●

●

●

基準値
0.23 マイクロシーベルト

自然放射線
0.05 マイクロシーベルト
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市内放射線量の推移



　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
が
、
９
月
14
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
り
、
市
街
地
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
正
式
に
は
、
常

ひ
た
ち
の
く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う
れ
い
た
い
さ
い

陸
國
總
社
宮
例
大
祭
と

い
う
こ
の
祭
り
に
、
県
内
外
か
ら
37
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
天
気
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
華
麗
な
山
車
や
勇
壮
な
幌

獅
子
な
ど
40
数
台
が
市
内
を
練
り
歩
き
、
市
街

地
は
祭
り
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
14
日
は
、
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
２
時
の
花
火
を
合
図
に
、
總
社
宮
か

ら
ご
神
体
を
の
せ
た
神
輿
が
出
社
。
雨
の
中

を
、
神
輿
は
富
田
の
さ
さ
ら
と
土
橋
・
仲
之
内

の
獅
子
を
露
祓は

ら
い
に
し
、
猿
田
彦
を
道
案
内
と

し
て
供ぐ

ぶ奉
行
列
を
組
ん
で
、
年
番
の
守
横
町
の

御お
か
り
や

仮
殿
へ
渡と
ぎ
ょ御
し
ま
し
た
。

　

15
日
の
奉

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

祝
祭
で
は
、
大
雨
の
中
、
總
社
宮

境
内
で
奉
納
相
撲（
県
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
）

が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
が
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
中
止
に
な

り
ま
し
た
。
神
楽
殿
で
は「
浦
安
の
舞
」や「
染

谷
十
二
座
神
楽
」が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

御
幸
通
り
で
は
、
幌
獅
子
パ
レ
ー
ド
や
山
車
パ

レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ
た
大
勢
の

見
物
客
か
ら
、歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

16
日
の
還か

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
に
は
、
年
番
町
の
御
仮
殿
か

ら
、
ご
神
体
が
供
奉
行
列
で
總
社
宮
へ
還か

ん
ぎ
ょ御

し
ま
し
た
。神
輿
が
總
社
宮
の
本
殿
に
着
く
と
、

還
幸
祭
が
行
わ
れ
、
年
番
が
守
横
町
か
ら
富
田

町
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

来年の年番富田町の山車

３
日
間
で
37
万
人

浦安の舞染谷十二座神楽

御仮殿へ向かう御神輿

まつりの華「金棒引き」

土橋町の幌獅子

富田町の「ささら」

幌獅子パレード

道案内をする「猿田彦」

年番守横町の山車
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ベ
ン
ト

募
　
　
集

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
９
／
30
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
１
５
件
（
－
28
）

・
死
者
数　
　
　

４
人
（
＋
２
）

・
負
傷
者
数　

２
８
２
人
（
－
35
）

・
物
損
事
故　

１
３
８
１
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

ひ
ま
わ
り
の
館
で

       

　
　
体
験
教
室
！

第
25
回 

柿
岡
城
ま
つ
り

11
月
17
日

日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

柿
岡
商
店
街
通
り

内
容　

高
円
寺
の
阿
波
踊
り
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

第
17
回 

八
郷
芸
能
祭 

開
催

　

伝
統
芸
能
の
愛
好
家
が
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
発
表
す
る
芸
能
祭

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

中
央
公
民
館 

大
講
堂

種
目　

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１ （
内
線
１
２
３
５
）

12
月
１
日

第
54
回

石
岡
市
美
術
展
を
開
催

日
時　

11
月
13
日（
水
）～
17
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で
。

場
所　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館　

部
門
　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

芸
美
術
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

※
出
品
作
品
の
受
け
付
け
は
、
11
月

６
・
７
日
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

要
項
・
申
込
書
で

確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

  （
内
線
１
２
３
５
）

11
月
13
～
17
日

シ
ョ
ー
、
模
擬
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
石
岡
市
八
郷
商
工
会

☎
４
３
・
０
２
４
７

　

市
内
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に

「
未
来
に
自
分
が
住
ん
で
み
た
い
ま
ち

や
家
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
募

集
し
、
今
年
は
98
点
の
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
素
晴
ら
し
い
作

品
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
20
日
（
水
）
～
12
月
４

日
（
水
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

中
央
公
民
館

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
建
築
士
会
石
岡
支
部（
担
当
：
直
井
）

☎
２
４
・
１
５
０
９

第
９
回 

　
小
学
生
絵
画
展 

開
催

11
月
20
日
～
12
月
４
日

日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

大
雅
荘 

ひ
ま
わ
り
館 

駐
車
場

　
　
　
　
　
（
三
村
２
５
９
５
─２
）

内
容　

・「
三
村
ば
や
し
子
供
教
室
」
に
よ

る
お
囃
子
実
演
（
午
前
11
時
～
）

・「
あ
ゆ
み
太
鼓
」
に
よ
る
太
鼓
実
演

（
午
後
１
時
～
）

・
各
種
模
擬
店
・
パ
ン
販
売　

・
バ
ザ
ー
（
不
要
な
日
用
品
や
食
器
、

雑
貨
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前

に
連
絡
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ　

障
害
者
支
援
施
設 

大
雅
荘

☎
２
４
・
０
７
３
１
（
担
当
：
安
田
）

大
雅
荘
・
は
ー
と
ふ
る
ビ

レ
ッ
ジ
文
化
祭

11
月
10
日

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

12
月
５
・
10
・
12
日

　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
視

覚
障
が
い
者
の
移
動
、
介
助
に
必
要

な
知
識
や
技
術
を
修
得
す
る
た
め
の

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日（
木
）・
10
日（
火
）・

12
日
（
木
）
の
全
３
回　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◇
簡
単
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
講
座

　

初
め
て
の
人
で
も
簡
単
に
フ
ラ
ン

ス
家
庭
料
理
を
家
庭
で
楽
し
め
る
よ

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー

う
に
な
り
ま
す
。
１
講
座
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

日
時　

❶
11
月
23
日
（
土
）

　

ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル

❷
12
月
14
日
（
日
）

　

ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
１
時
に
な
り
ま
す
。

講
師　

加
藤 

裕
子 

先
生

定
員　

各
20
名

教
材
費　

各
１
０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
開
始　

11
月
８
日（
金
）か
ら
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
月
曜
日
は

休
館
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

期
日　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

※
毎
月
第
３
水
曜
日
・
ひ
ま
わ
り
の

館
休
館
日
・
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

時
間

①
午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分　

②
午
後
２
時
30
分
～
３
時
15
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

受
講
料　

無
料

指
導
者　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
会
指
導
員

参
加
方
法　

開
始
時
間
ま
で
に
直
接

お
出
で
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

※
高
齢
者
向
け
の
体
操
で
す
が
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
飲
料
水
を
持
参
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
実
際
の
被
災
地
を
見
て
、

災
害
支
援
活
動
活

動
の
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
発

災
時
に
各
種
支
援
・

協
力
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

防
災（
災
害
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修
会

11
月
30
日

研
修
場
所
　
福
島
県
い
わ
き
市
方
面

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で
、

防
災
（
災
害
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

募
集
人
員　

35
名

交
通
手
段　

石
岡
市
福
祉
バ
ス

集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

参
加
費　

１
０
０
０
円

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。
昼
食
な
ど

は
各
自
で
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
　
11
月
22
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

場
所　

常
陸
青
山
会
「
光
風
荘
」

　
　
　
　（
石
岡
市
谷
向
町
13
─23
）

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

視
覚
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
支

援
で
き
る
人

講
師　

光
風
荘
の
歩
行
指
導
員

募
集
定
員　

20
名

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
27
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

市
民
公
開
講
座
「
肺
の
病

気
と
の
付
き
合
い
方
」

日
時
　
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

土
浦
市
民
会
館 

小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
土
浦
市
東
真
鍋
町
２
─６
）

内
容
　
呼
吸
器
疾
患
「
肺
の
病
気
と

の
付
き
合
い
方
」

入
場
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
い
合
わ
せ

土
浦
協
同
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
３
１
１
１

11
月
16
日 

土
浦
協
同
病
院
主
催
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市
内
で
地
図
判
読
現
地
教

育
を
実
施
し
ま
す

　

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
で
は
、
11

月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
、
中
堅
の

幹
部
自
衛
官
の

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

家
庭
内
の
問
題
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
差
別
的
扱
い
な
ど
、

人
権
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

八
郷
総
合
支
所
１
階
１
０
３

会
議
室

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校

11
月
19
日

暮
ら
し
と
家
計
の

　
　
　
講
習
会
２
０
１
３

　

家
計
や
家
事
に
つ
い
て
、
実
例
に

基
づ
い
て
話
し
ま
す
。

11
月
15
日

トラ朝市がより便利に！
　現在、いしおかイベント広場にて定期開催中の
軽トラ市が、石岡駅近くの場所でも新たに開催す
ることとなりました。これまでのイベント広場で
の軽トラ市とともに、ぜひ利用ください。
●開催日　11 月 16 日（土）午前９時～正午
※今後は、月一回の頻度で開催します。
●場所　御幸通りコインパーキング脇
※駐車スペースには限りがありますので、満車
の際は、近隣の有料駐車場を利用ください。

石
岡
駅

御幸通り

金丸通り
御幸通り
コインパーキング

実施場所

◇問い合わせ　・農業委員会事務局　
　　　　　　　　☎ 43-1111（内線 1324）
　　　　　　　・中心市街地活性化対策課
　　　　　　　　☎ 23-1111（内線 411）

軽

石
岡
市
燃
え
る
ご
み
専
用
袋

　

集
積
所
に
お
け
る
カ
ラ
ス
の
被
害

は
、
全
国
の
市
町
村
で
も
大
き
な
悩

み
で
、
石
岡
市
で
も
ご
み
袋
を
荒
ら

さ
れ
た
と
い
う
連
絡
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
カ
ラ
ス
対
策

と
し
て
黄
色
の
ご
み
袋
が
有
効
で
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
、
現
在
使
用
し

て
い
る
「
石
岡
市
指
定
燃
え
る
ご
み

専
用
袋 

大
サ
イ
ズ
」
の
色
を
「
無

色
透
明
」
か
ら
「
黄
色
」
に
変
更
し

ま
す
。

カ
ラ
ス
対
策
の
た
め

「
無
色
透
明
」か
ら「
黄
色
」へ

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

11
月
15
日
～
平
成
26
年
３
月
15
日

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
15

日
ま
で
、狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

法
令
で
定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区

な
ど
の
規
制
区
域
・
人
家
の
あ
る
場

所
・
公
道
・
公
園
な
ど
の
場
所
で
は

狩
猟
が
で
き
ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー
・
法

令
を
守
り
、
事
故
の
な
い
狩
猟
を
し

て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
山
間

部
へ
立
ち
入
る
と
き
は
、
目
立
つ
服

11
月
25
日
は
乗
車
予
約
の

受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん

石
岡
市
乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト

　

11
月
25
日
（
月
）
は
、
受
付
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館
」
が
、
電
気
点
検
で

停
電
と
な
る
た
め
、
当
日
は
予
約
の

受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
希

望
者
は
11
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト
の
運
行

は
、
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理
解
の
う
え

協
力
く
だ
さ
い
。

＊
受
付
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
５
５
０
０

問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１　

石
岡
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
が
利
用
休
止
に

　

石
岡
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
は
、

第
３
種
公
認
認
定
を
更
新
す
る
た
め

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
11
月
11
日
（
月
）
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

利
用
を
休
止
し
ま
す
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理
解

の
う
え
協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
６
・
７
２
１
０

11
月
11
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

そ

の

他

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

施
設
や
備
品
を
整
備
す
る
た
め
に
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業

で
、
仲
之
内
町
内
会
で
は
、
獅
子
頭

を
整
備
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
町

内
会
が
一
丸

と
な
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
促
進

と
町
内
の
融

和
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

  

仲
之
内
町
内
会

　 

獅
子
頭
を
整
備

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成

い
ば
ら
き
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス

タ  
in 
土
浦

12
月
５
日

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
26
年

３
月
の
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

で
、
就
職
が
内
定
し
て
い
な
い
人
を

対
象
に
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
は
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
５
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
受
付
開
始
は
、
午
後
０
時
30
分
。

場
所　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　
　
　
　
（
土
浦
市
城
北
町
２
─24
）

対
象
者　

平
成
26
年
３
月
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者
で
就
職
が
未
内
定

の
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

学
校
に
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡 

学
卒
担
当

☎
２
６
・
８
１
４
１

日
時　

11
月
15
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

旭
台
会
館（
旭
台
２
─18
─３
）

定
員　

35
名

参
加
費　

４
０
０
円
（
資
料
代
）

※
託
児
も
あ
り
ま
す
。（
要
予
約
、
費

用
は
２
０
０
円
で
、
お
や
つ
・
保
険

代
な
ど
で
す
）

問
い
合
わ
せ

土
浦
友
の
会
（
担
当
：
佐
竹
）

☎
２
６
・
１
６
２
４

　

黄
色
の
ご
み
袋
は
、
現
在
、
市
で

保
管
し
て
い
る
無
色
透
明
分
が
な
く

な
り
次
第
、
各
販
売
店
で
取
り
扱
う

予
定
で
す
。（
12
月
初
旬
予
定
）

　

ま
た
、
新
し
い
ご
み
袋
に
変
わ
っ

て
も
、
今
使
っ
て
い
る
ご
み
袋
と
同

時
に
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理
解

の
う
え
協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

装
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
の
出
る
も
の

を
携
帯
す
る
な
ど
、協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
６
）

「
地
図
判
読
現
地
教
育
」
を
市
内
数
か

所
で
実
施
し
、
迷
彩
色
の
作
業
服
を

着
た
自
衛
官
が
行
動
し
ま
す
。
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理
解
の
う
え
、

了
承
く
だ
さ
い
。

場
所　

三
村
、
高
浜
、
国
府
、
龍
神

山
霊
園
、
舟
塚
山
古
墳
、
城
南
地
区

公
民
館
、
恋
瀬
橋
、
石
岡
駅
な
ど

行
動
人
員　

全
１
１
０
名
（
４
～
８

グ
ル
ー
プ
で
行
動
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校 

教
育
部
戦

術
第
２
教
官
室
（
担
当:

山
本
）

☎
０
３
・
５
７
２
１
・
７
０
０
９

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
５
５
５
）

９月の差押状況
預 　 金 34 件
給 料 3 件
不 動 産 1 件
生命保険 1 件
売 掛 金 1 件
合 計 40 件
本 年 度
累 計 293 件

夜
間
納
税
相
談
納
付
受
付

毎
週
水
曜
日

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

収
納
対
策
課
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　１８１９　 広報いしおか 11 月１日号  №１９４

情報　ネットワーク
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８
月
24
・
25
日　

北
関
東
大
会

準
優
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
８
月
の
結
果

八
郷
総
合
運
動
公
園

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

潮
田　

敞

準
優
勝　

斉
藤　

正

第
３
位　

関　

常
助

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

宇
田　

雅
嘉

準
優
勝　

友
部　

富
知
夫

第
３
位　

宮
部　

善
守

＊
女
子
の
部

優　

勝　

千
葉　

初
子

準
優
勝　

竹
内　

勝
子

第
３
位　

大
槻　

洋
子

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
議
長
杯
大
会

９
月
19
日

石
岡
運
動
公
園 

多
目
的
広
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

皆
藤　

利
家

交
通
安
全
協
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
４
日

柏
原
球
場
・
染
谷
球
場

優　

勝　

玉
造
中
学
校

準
優
勝　

新
治
中
学
校

第
３
位　

小
川
北
中
学
校

第
３
位　

内
原
中
学
校

石
岡
地
方
中
学
校
野
球
大
会

７
月
20
～
25
日 結

　
果

ス
ポ
ー
ツ

        

情
報

石岡運動公園☎26-7210　八郷総合運動公園☎ 43-6884
石岡海洋センター☎23-5191　柏原野球公園管理事務所☎23-8158
朝日スポーツ交流施設☎43-6884

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

24 国補市営自由ヶ丘
団地（2 号・4 号棟）
長寿命化改修工事

東石岡
四丁目

希）   3,450
予）   3,329
落）   2,922

㈱進貢

9.2025 石岡市仮設庁舎建設
工事 実施設計業務委託

石岡
一丁目

希）      748
予）      726
落）      690

㈱戸頃建築
設計事務所

25 選挙ポスター掲示板
設置・撤去委託（市長選）

石岡市役所
ほか

313 か所
予）   141.3
落）   141.3

㈲内田
基礎工業

25 単・市道 B113 号線
道路舗装工事 真家

希）      888
予）      863
落）      835

小桜建設㈱

9.25

25 単・市道 B103 号線
道路舗装工事 鯨岡

希）      596
予）      569
落）      563

㈱岡崎土建

25 単・市道 B6457 号線
道路舗装工事 山崎

希）      484
予）      467
落）      455

㈱鈴木
工務店

25 単・市道 B2312 号線
道路舗装工事 細谷

希）      416
予）      397
落）      394

㈱鬼沢組

25 単・市道 B209 号線
道路舗装工事 加生野

希）      370
予）      364
落）      351

㈱旭建材
興業

25 石岡運動公園
遊具設置工事

南台
三丁目

希）   1,263
予）   1,217
落）   1,190

㈱小貫工業

25 柏原池公園
遊具設置工事

鹿の子
三丁目

希）   1,204
予）   1,155
落）   1,137

㈱日高建材

25 国府公園
遊具設置工事

国府
六丁目

希）   1,204
予）   1,147
落）   1,140

フクエンジニア
リング㈱

25 防火水槽
新設工事 2 号

吉生
1092 番 1

希）      367
予）      354
落）      348

常愛建設
協同組合

25 防火水槽
新設工事 1 号

石川
1950 番地

希）      341
予）      327
落）      322

原田建設㈱

25 石岡市水道事業
水道施設解体・撤去
工事設計業務委託

八郷
地区

希）      196
予）      196
落）      180

常陸測工㈱ 9.18

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

25 市道 B7557 号線
（上林・上曽線）

流末排水整備工事 1 工区
柿岡

希）      864
予）      841
落）      816

中沢機工㈱

H25
9.10

25 単市土地改良事業
北之内地区農道改良工事

葦穂
中部

希）      562
予）      541
落）      530

㈱三企工業

25 単・市道 A2131 号線
排水整備工事 根当

希）      394
予）      387
落）      372

㈲山口
電気商会

25 単・市道 A3381 号線
排水整備工事 石岡

希）      318
予）      302
落）      302

㈲内田
基礎工業

25 単市土地改良事業
瓦谷地区農道改修工事 瓦谷

希）      299
予）      294
落）      282

㈲谷島組
土木

25 単市土地改良事業
宇治会地区農道改良工事 宇治会

希）      205
予）      202
落）      194

白田建設㈲

25 単市土地改良事業
金指地区農道改良工事 金指

希）      184
予）      181
落）      174

㈲関工業

25 市道 B7557 号線
（上林・上曽線）道路詳細

設計修正業務委託その 2
柿岡

希）      152
予）      146
落）      140

㈱アイワ技研
石岡営業所

25 市道 B5645 号線
（貝地・高浜線）
補償再算定業務委託

高浜 予）        82 
落）        75

日拓
測量設計㈱
石岡営業所

25 感染症対策衛生用品
備蓄品購入

杉並
二丁目

1 番 1 号
予）      197 
落）     74.8 ㈲鈴機

25 国補特環ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ
設置第 1 号工事 山崎

希）   1,575
予）   1,540
落）   1,480

中川
理水建設㈱

25 石岡市子ども・子育
て支援事業計画策定に係
るニーズ調査業務委託

市内
全域

予）      234 
落） 160.70

㈱アイアール
エス

25 市道 A3367 号線
（駅前・東ノ辻線）

道路改良工事 2 工区
石岡

希）   4,530
予）   4,366
落）   4,250

小松﨑
工業㈱ 9.20

　月の入札結果　月の入札結果❾

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 271）
　　　　　　  水道課　　    ☎ 43-1118

石
岡
運
動
公
園 

多
目
的
広
場

優　

勝　

ブ
レ
イ
ド

準
優
勝　

ば
ら
き
台
ク
ラ
ブ

第
３
位　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

第
３
位　

石
岡
フ
ァ
ザ
ー
ズ

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
22
・
29
日

準
優
勝　

鈴
木　

實

第
３
位　

坂
場　

四
郎

＊
女
子
の
部

優　

勝　

川
崎　

ふ
み
江

準
優
勝　

渋
谷　

豊
子

第
３
位　

原
田　

き
よ

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　２０

平成 26 年度 保育所 新入児受け付け開始
受
付
期
間

11
月
１
日
（
金
）
～
12
月
６
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

　

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育

所
（
園
）
の
状
況
に
応
じ
て
、
書
類

審
査
を
し
、
保
育
の
必
要
性
の
高
い

度
合
い
の
人
か
ら
入
所
を
決
定
し
ま

す
。

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

受
付
場
所　

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
（
仮
設
庁

舎
３
号
棟
）

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

※
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
と
り
の
森
保

育
園
」
は
、11
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、

直
接
、
園
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
所
基
準

　

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
で
、
保
護

者
が
保
育
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま

す
。

・
昼
間
、
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
昼
間
、
家
庭
内
で
日
常
の
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る（
内
職
・
自
営
）

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

・
疾
病
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に
障

が
い
を
有
し
て
い
る

・
疾
病
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に
障

が
い
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る

・
そ
の
他
、
保
育
の
で
き
な
い
事
情

が
あ
る

入
所
申
込
書

・
市
立
保
育
所
・
私
立
保
育
園
の
申

込
書
は
、
11
月
１
日
（
金
）
か
ら

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
、
八
郷
総

合
支
所 

市
民
窓
口
課
と
各
保
育
所

（
園
）
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.ishioka.
lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

・
認
定
こ
ど
も
園
こ
と
り
の
森
保
育

園
の
申
込
書
は
、園
で
配
布
し
ま
す
。

●
市
立
保
育
所
（
認
可
保
育
所
）

保
育
所
名

定
員
（
人
）

第
１
保
育
所

　
　
　

60

第
２
保
育
所

　
　
　

60

園
部
保
育
所

　

１
１
０

み
な
み
保
育
所

　

１
４
０

や
さ
と
中
央
保
育
所
　

１
２
０

●
認
定
こ
ど
も
園

（
認
可
保
育
所
／
幼
保
連
携
型
）　

保
育
園
名

定
員
（
人
）

こ
と
り
の
森
保
育
園
　
　
　

60

●
私
立
保
育
園
（
認
可
保
育
所
）

保
育
園
名

定
員
（
人
）

石
岡
明
照
保
育
園

　
　
　

45

泉
ヶ
丘
保
育
園

　

１
２
０

国
分
台

　
　

ふ
た
ば
保
育
園
　

２
０
０

ひ
か
り
保
育
園

　

１
８
０

わ
か
く
さ
保
育
園

　
　
　

80

し
ら
ゆ
り
保
育
園

　
　
　

60

そ
と
の
保
育
園

　
　
　

60

石
岡
ひ
ま
わ
り
保
育
園　
　
　

45

り
ん
り
ん
保
育
園 

　
　
　

60

問
い
合
わ
せ　
　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

被災住宅と被災宅地の復旧を支援
石岡市被災住宅復興支援事業 ～融資額の利子の一部を補助します～

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害

を
受
け
た
住
宅
な
ど
を
復
旧
す
る
た

め
必
要
な
資
金
を
借
り
入
れ
た
場

合
、
利
子
の
一
部
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
　
　
　
　

①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
大
規
模
半
壊
、
半

壊
ま
た
は
一
部
損
壊

の
「
り
災
証
明
書
」

を
受
け
た
住
宅
な
ど

を
所
有
す
る
人
で
、

震
災
発
生
時
に
居
住

し
て
い
た
人

②
被
災
住
宅
や
被
災

宅
地
の
復
旧
を
行
う

人③
平
成
23
年
３
月
11

日
以
降
に
指
定
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受

け
て
い
る
人

対
象
と
な
る
融
資
額

区　
　

分

利
子
補
給

対
象
融
資
限
度
額

住
宅
復
旧
❶
※
　

  

６
４
０
万
円

宅
地
復
旧
❷
　

  
３
９
０
万
円

住
宅
・
宅
地
復
旧

❶
＋
❷

  

１
０
３
０
万
円

※
住
宅
復
旧
と
は
、
補
修
・
建
設
・

購
入
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
額　
　

　

年
利
１
％
に
相
当
す
る
額
を
限
度

※
補
助
金
の
補
給
は
、
年
１
回
（
２

月
予
定
）
実
施
し
ま
す
。

交
付
期
間　
　
　

　

借
入
金
に
係
る
利
子
の
支
払
開
始

月
か
ら
５
年
以
内

申
請
方
法　

　

建
築
住
宅
指
導
課
に
備
え
て
あ
る

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
建

築
住
宅
指
導
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
　
　
　

　

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
指
導
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
４
２
５
）

２１　広報いしおか 11 月１日号  №１９４



 
石
岡
地
区

11
月
13
日
（
水
）（
定
員
15
人
）

八
郷
地
区

11
月
15
日
（
金
）（
定
員
10
人
）

場
所　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

（
午
後
１
時
～
１
時
20
分
受
け
付
け
）

対
象
者　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未

就
学
児

※
申
し
込
み
は
実
施
日
の
前
日
ま
で

で
す
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
実
施
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話

ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ピ
カ
ピ
カ
歯
磨
き
教
室
を
開
催

★★

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成

★★

★★

【
助
成
対
象
者
】　

・
妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は
希
望
し
て

い
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

・
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

【
助
成
費
用
】

①
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

３
０
０
０
円

②
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

③
風
し
ん
抗
体
検
査　

１
０
０
０
円

※
10
月
１
日
以
降
は
抗
体
検
査
を
受

け
、
抗
体
が
低
い
人
が
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
助
成
期
間
】
接
種
日
が
平
成
25
年

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

【
助
成
方
法
】
銀
行
口
座
へ
の
振
込

み
（
償
還
払
い
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１
、接
種
し
た
予
防
接
種
（
風
し
ん
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
の

領
収
書

２
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
領
収
書

３
、
助
成
費
用
の
振
込
を
す
る
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

４
、
認
め
印

【
受
付
期
間
】

10
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

者
、
糖
尿
病
・
腎
臓
病
患
者
、
免
疫

不
全
状
態
の
人
は
症
状
が
重
く
な
り

や
す
く
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

予
防
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
市

で
は
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
に
な
る

人
や
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気

の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

の
人
）、
１
歳
～
中
学
３
年
生
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
を
し
ま
す
。
ま
た
、
助
成
対
象
者

で
生
活
保
護
世
帯
の
人
に
は
、
個
人

負
担
免
除
券
を
発
行
し
ま
す
。（
必

ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
）

普
段
の
生
活
で

気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
☝

①
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入
ら
な
い
よ
う

に
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
す
る
。

②
体
力
・
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
取
る
。

③
流
行
し
た
ら
外
出
は
な
る
べ
く
控

え
、
感
染
者
に
は
近
づ
か
な
い
。
保

温
・
保
湿
を
心
が
け
る
。

④
発
症
し
た
ら
人
に
う
つ
さ
な
い
よ

う
に
外
出
を
し
な
い
。
せ
き
や
く

し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

で
口
や
鼻
を
覆
う
・
人
ご
み
で
は
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る
。

　

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
ら
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
適
切
な
治
療
を
う
け
、
水

分
補
給
と
十
分
な
栄
養
・
休
息
を
と

り
、
安
静
に
し
て
い
れ
ば
３
～
７
日

ほ
ど
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
や
幼
児
な
ど
の
重
症
化
し
や
す
い

人
た
ち
は
、
病
気
の
経
過
を
注
意
深

く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ポ
イ

ン
ト
を
き
ち
ん
と
実
行
し
感
染
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

か
み
か
み

レ
ン
コ
ン
バ
ー
ク

★
幸
せ
は
食
事
か
ら
★

(

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
９
２
㎉
、

食
物
繊
維
３
・
１
ｇ
、塩
分
１
・
６
ｇ)

材
料
（
４
人
分
） 

豚
ひ
き
肉 

１
６
０
ｇ
・
れ
ん
こ
ん     

１／２
節
・
ひ
じ
き 

大
さ
じ
１／２
・
片
栗
粉 

小
さ
じ
４
・
塩 

小
さ
じ
１／２
・
サ
ニ
ー

レ
タ
ス 

適
量
・
ソ
ー
ス
｛
ト
マ
ト 

４
個
・
玉
ね
ぎ
１／２
個
・
ソ
ー
ス 

大

さ
じ
２
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ 

小
さ
じ
４
・

サ
ラ
ダ
油 

小
さ
じ
２
｝　

作
り
方　

❶
ひ
じ
き
は
水
で
戻
し
、
れ
ん
こ
ん

は
皮
を
剥
い
て
１
㎝
位
の
角
切
り
に

す
る
。
❷
豚
ひ
き
肉
と
①
、
塩
・
片

栗
粉
を
合
わ
せ
て
よ
く
混
ぜ
る
。
４

等
分
に
し
て
形
を
整
え
、
ク
ッ
キ
ン

グ
シ
ー
ト
を
し
い
た
オ
ー
ブ
ン
で
焼

く
。
❸
ト
マ
ト
は
皮
を
湯
む
き
し
て

か
ら
、
あ
ら
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

玉
ね
ぎ
も
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

❹
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
、
玉
ね

ぎ
を
炒
め
る
。
し
ん
な
り
し
て
き
た

ら
ト
マ
ト
、
ソ
ー
ス
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ

を
加
え
て
煮
詰
め
る
。
❺
皿
に
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
を
し
き
、
ハ
ン
バ
ー
グ

と
ソ
ー
ス
を
盛
り
付
け
る
。

☆
か
む
回
数
が
自
然
と
増
え
る
、
歯

ご
た
え
の
あ
る
ハ
ン
バ
ー
グ
で
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
は
、
消
化
吸
収
を
良

く
し
て
、
早
食
い
を
防
ぎ
、
肥
満
を

防
止
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

腎
臓
は
体
中
の
血
液
を
ろ
過
し
、

体
調
管
理
に
関
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
調

節
す
る
い
わ
ば「
体
内
の
精
密
機
器
」

と
も
い
わ
れ
る
臓
器
で
す
。
市
で
は

今
年
か
ら
健
診
項
目
に
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
検
査
※
を
追
加
し
、
腎
臓
機
能
に

注
目
を
し
て
い
ま
す
。「
腎
臓
」
を

イ
キ
イ
キ
と
美
し
く
保
つ
コ
ツ
を
医

学
・
栄
養
学
の
専
門
家
か
ら
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】　

平
成
25
年
11
月
22
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午
後
１
時

～
１
時
30
分
受
け
付
け
）

【
会
場
】　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

２

階
大
会
議
室

【
内
容
】　

医
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
講
話
と
質
疑
応
答
、
健
康
診
査
受

診
方
法
説
明
な
ど

（
＊
市
で
の
健
診
受
診
は
国
民
健
康

保
険
加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
が

対
象
と
な
り
ま
す
）

【
定
員
】　

１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
費
用
】　

無
料

【
申
込
方
法
】　

11
月
21
日
（
木
）
ま

で
に
、石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
窓
口
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
で
は
血
液
中

の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
量
を
調
べ
ま

す
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
、
腎
臓
が
正

常
に
働
い
て
い
れ
ば
、
尿
と
し
て
体

外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
血
液

中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
多
い
と
い
う

こ
と
は
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

名
医
に
聞
く
！
ず
っ
と

イ
キ
イ
キ
腎
臓
を
美
し
く
！

～
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
っ
て

な
に
？
～
を
開
催

減
る
（
へ
る
）
脂
（
し
ー
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
を
開
催

　

最
近
、「
お
腹
が
ポ
ッ
コ
リ
し
て

き
た
」「
ス
カ
ー
ト
や
ズ
ボ
ン
が
き

つ
く
な
っ
て
き
た
」「
食
べ
過
ぎ
て

い
な
い
の
に
体
重
・
体
脂
肪
が
減

ら
な
い
」「
卵
や
肉
や
油
を
減
ら
し

て
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
下
が
ら
な

い
」
な
ど
、
当
て
は
ま
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
お
い
し
く
食
べ
て
健

康
的
に
や
せ
る
方
法
、
楽
し
く
続
け

ら
れ
る
運
動
方
法
を
栄
養
士
・
運
動

指
導
士
・
理
学
療
法
士
が
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

12
月
２
日
（
月
）・
９
日

（
月
）・
13
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午
後
１
時

～
１
時
30
分
受
け
付
け
）

【
会
場
】　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

無
料

【
定
員
】　

各
日
25
人
（
先
着
順
）

【
申
込
方
法
】　

11
月
18
日
（
月
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
石
岡
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
、
窓
口
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

・
11
月
12
日
（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

♥
相
談
番
号

４
３
・
６
６
５
５

（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

　

医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
診
券
を
発
行

し
ま
す
。

【
発
行
期
限
】
平
成
26
年
１
月
31
日

（
金
）
ま
で

受
診
券
の
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら

１
か
月
間
で
す
。

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん　

検
診
の
申
し
込
み
は
済
ん

で
い
ま
す
か

「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

早
め
の
利
用
を

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
下
旬

に
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
（
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」
を
対
象
と
な

る
年
齢
の
人
に
郵
送
し
ま
し
た
。
無

料
ク
ー
ポ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
、
子

宮
頸け

い
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
、
申
し
込
み

の
後
に
、
検
査
キ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま

す
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
】

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
、
パ
パ
マ
マ

ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
か
ら
「
色
々
な

不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
」「
心
の

準
備
が
少
し
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
実
施
し
て
お
り
、
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

随
時
申
し
込
み
受
付
中
！ 

献
血
へ
の
ご
協
力
を

●
11
月
18
日
（
月
）

石
岡
市
役
所
本
庁
舎

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
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毎
年
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
す
る

病
気
で
、
風
邪
よ
り
も
感
染
力
が
強

く
、
症
状
が
重
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
～
40

度
の
急
激
な
高
熱
で
発
症
し
、悪
寒
、

倦け
ん
た
い怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
を
伴
い

ま
す
。幼
児
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

妊
婦
、
肺
や
心
臓
の
慢
性
的
疾
患
患



　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
話
題
の
ブ
ラ

ン
ド
ス
イ
ー
ツ
「
い
し
お
か
サ
ン
ド
」
を
各
店
日
替

わ
り
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

サンド市　今月は 16 日（土）
日時  第３土曜日  午前 11 時～午後３時
場所  香丸・中町・御幸通りの参加店前、
まちかど情報センター
　中心街の店先を借りて、趣味の手作り
品、園芸品などを展示販売。新鮮野菜も

並 び ま す。 フ
リ ー マ ー ケ ッ
ト も 大 歓 迎！
参加者募集中。

時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ 95

☎43-1111
（内線1233）

茨
城
の
地
名
の
由
来

　

常
陸
国
風
土
記
の「
茨
城
郡
の
条
」

で
は
、
茨
城
の
地
名
の
由
来
が
、
２

つ
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
野の

の
佐さ

え
き伯

・
山や

ま
の
佐さ

え
き伯

と
い

う
者
が
穴
倉
を
掘
っ
て
、
そ
の
中
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
悪
さ

を
す
る
の
で
黒

く
ろ
さ
か
の
み
こ
と

坂
命
が
討
伐
し
よ
う

と
、
穴
倉
に
茨う

ば
ら棘

を
入
れ
追
い
立
て

ま
し
た
。
茨
棘
と
は
バ
ラ
科
の
植
物

で
鋭
い
棘
が
あ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

野
の
佐
伯
た
ち
は
慌
て
て
穴
倉
に

逃
げ
ま
し
た
が
、
茨
棘
の
棘
に
刺
さ

り
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
茨
棘

が
地
名
の
由
来
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
野
の

佐
伯
た
ち
が
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い

を
す
る
の
で
、
黒
坂
命
は
彼
ら
を
滅

ぼ
そ
う
と
茨
棘
で
城
を
作
り
、
そ
の

場
所
を
「
茨
城
」
と
し
た
と
い
う
も

の
で
す
。　

　
「
佐
伯
」
と
呼
ば
れ
る
先
住
民

は
、
常
陸
国
風
土
記
で
は
「
国こ

く
す栖

」

「
土つ

ち
ぐ
も

蜘
蛛
」
な
ど
と
い
う
表
現
で
出

て
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
黒
坂
命
は

多た

し氏
の
一
族
と
さ
れ
、
実
在
し
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
す
が
中
央
か
ら
派

遣
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
物
語
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
黒

坂
命
が
先
住
民
の
い
る
地
域
を
征
服

し
た
話
で
も
あ
る
の
で
す
。こ
の
他
、

先
住
民
の
出
し
た
食
事
を
食
べ
る
、

そ
の
場
所
に
井
戸
を
掘
る
と
い
っ
た

行
為
も
そ
の
地
域
の
支
配
権
を
獲
得

し
た
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
常
陸

国
風
土
記
で
数
多
く
確
認
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
風
土
記
自
体
が
中
央
の
政

権
が
支
配
す
る
正
統
性
を
主
張
す
る

た
め
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

常
陸
国
風
土
記

編
さ
ん
１
３
０
０
年 
特
集
⑤

11
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
折
り
紙
教
室 

30
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

・
育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

   

対
象　

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

   

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

・
ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
（
向
か
い
側
）・
臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）

を
利
用
く
だ
さ
い
。

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　

開
館
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

休
館
日
　
木
曜
日　
　
　

   

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま 

ち 

か 

ど 

情 

報 

セ 

ン 

タ 

ー 

ニ 

ュ 

ー 

ス

　

今
回
は
筑
波
・
茨
城
の
郡
か
ら
分
離
し
て
成
立

し
た
「
信
太
郡
」（
美
浦
村
、
稲
敷
市
な
ど
）
の

風
土
記
に
関
連
し
た
史
跡
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
バ

ス
で
巡
り
ま
す
。
北
条
氏
が
佐
竹
氏
の
来
襲
に
備

え
て
築
い
た
と
推
定
さ
れ
る
木
原
城
な
ど
、
整
備

状
態
が
良
い
の
で
中
世
の
巨
大
な
城
を
実
感
で
き

ま
す
。

日
時　

12
月
1
日
（
日
）

定
員　

35
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
30
分
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
０
円

コ
ー
ス　

大
塚
古
墳
・
弁
天
塚
古
墳
（
県
名
発
祥

の
地
で
活
躍
し
た
黒
坂
命
を
祀
る
）
→
行
在
所

跡
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
し
の
ぶ
景
行
天
皇
が
一
時

滞
在
）
→
乗
浜
・
浮
島
（
風
土
記
に
み
え
る
）
→

和
田
岬
（
紀
貫
之
の
和
歌
に
も
あ
る
）
→
国
指
定 

陸
平
貝
塚（
風
土
記
の
雄
栗
村
と
推
定
さ
れ
る「
碓

井
」（
ぶ
く
ぶ
く
水
）
が
掘
ら
れ
た
）

常
陸
風
土
記
を
巡
る
パ
ー
ト
Ⅳ

信
太
郡
の
風
土
記
の
里
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

まちを歩いて、出会って、美味しいものを
食べて、元気になる。

い
し
お
か
サ
ン
ド
（
ス
イ
ー
ツ
）
好
評
販
売
中

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り

日
時
　
11
月
25
日
（
月
）・
26
日
（
火
）

定
員
　
５
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円

ルネッ散歩

茨棘（常陸風土記の丘にて撮影）
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か
が

や
き

の　未来を拓
ひ ひ

く　
男 ひ
ひ

と
女 ひ

ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
い
合
わ
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
）
☎
２
２
・
２
９
５
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

男
女
共
同
参
画 

出
前
講
座

意
外
と
知
ら
な
い

無
料
通
話
ア
プ
リ
の
仕
組
み

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

９
月
12
日
、
東
小
学
校
の
５
・
６
年

生
を
対
象
に
「
男
女
共
同
参
画
」
に

つ
い
て
学
ぶ
出
前
講
座
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー

ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
機
動
隊
員
、
保

育
士
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
、
警
察
官
、

看
護
師
、
電
気
工
事
士
、
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
計
７
人
の
皆
さ
ん
に

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

職
業
選
択
や
家
庭
内
で
の
役
割
分

担
な
ど
「
男
だ
か
ら
こ
れ
を
や
る
」、

「
女
だ
か
ら
こ
う
し
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
無
意
識
に
決
め
つ
け
る
と

自
分
の
可
能
性
を
抑
え
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
人
の
紹
介
を
通
し
て
、
性
別

の
固
定
観
念
を
取
り
払
っ
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
か
け
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
、

意
外
な
職
業

　

講
座
で
は
職
業
当
て
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
異
な
る
職
業
に
就
く
男

女
に
、
着
て
い
る
服
が
分
か
ら
な
い

よ
う
カ
ー
テ
ン
越
し
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
児
童
た
ち
が

職
業
の
書
い
て
あ
る
札
を
か
け
て
い

　

無
料
通
話
ア
プ
リ
と
は
、
ス
マ
ホ

や
携
帯
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
無
料
で

通
話
や
通
信
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
同
じ
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
い
る

人
と
な
ら
、
国
内
・
海
外
を
問
わ
ず

ど
こ
で
も
通
話
や
通
信
が
で
き
ま
す
。

定
額
制
料
金
プ
ラ
ン
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
定
額
以
上
の
料
金
は
か
か

ら
ず
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で

す
ぐ
に
友
達
と
や
り
と
り
で
き
る
も

の
も
あ
り
、
利
用
者
が
激
増
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
個
人
情
報
が
漏
れ
る

ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。

問
題
点

・
登
録
時
に
電
話
帳
の
デ
ー
タ
（
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
氏
名
・

位
置
情
報
・
検
索
履
歴
な
ど
）
を
利

用
す
る
こ
と
に
「
同
意
」
す
る
と
自

分
の
ス
マ
ホ
に
登
録
し
て
い
る
全
員

の
デ
ー
タ
が
ア
プ
リ
事
業
者
の
サ
ー

バ
ー
に
送
信
さ
れ
る
。

・
携
帯
メ
ー
ル
や
通
話
な
ら
、
連
絡

し
た
く
な
け
れ
ば
相
手
の
ア
ド
レ
ス

を
削
除
す
れ
ば
良
い
が
、
一
度
ア
プ

リ
上
で
会
話
を
し
て
し
ま
う
と
関
係

が
切
れ
な
い
。

・
掲
示
板
で
の
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷
は
削
除
依

頼
が
で
き
る
が
、
個
人
の
端
末
に
送

信
さ
れ
た
投
稿
は
追
え
な
い
の
で
、

確
認
で
き
な
い
コ
メ
ン
ト
が
知
人
の

間
で
広
ま
っ
て
し
ま
う
。

・
新
規
で
ス
マ
ホ
を
契
約
す
る
と
、

数
か
月
前
に
誰
か
が
解
約
し
た
番
号

を
与
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
前
の

利
用
者
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ

た
人
物
を
引
き
継
ぎ
、
知
ら
な
い
人

を
友
達
と
し
て
受
け
入
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
ど
の
個
人
情
報
を
提
供
し
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
の
か
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
前
に
利
用
規
約
を
読

み
理
解
し
た
う
え
で
「
同
意
」
す
る
。

・
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
は
、

そ
の
範
囲
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

・
公
開
範
囲
の
相
手
を
確
認
し
、
知

ら
な
い
相
手
を
「
非
公
開
」
に
す
る
。

・
一
度
投
稿
し
た
書
き
込
み
は
消
せ

な
い
こ
と
を
認
識
し
て
モ
ラ
ル
を

守
っ
て
使
う
。

き
、
そ
の
人
の
職
業
を
当
て
ら
れ
た

ら
正
解
で
す
。
し
か
し
、
見
か
け
だ

け
で
は
判
断
で
き
ず
、
児
童
た
ち
は

機
動
隊
員
の
女
性
を
保
育
士
、
看
護

師
の
男
性
を
警
察
官
に
間
違
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

職
業
の
魅
力

　
普
段
の
仕
事
の
様
子
を
映
し
た
写

真
を
見
な
が
ら
、
各
分
野
で
活
躍
す

る
７
人
に
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
は
少
な
か
ら
ず
、
性
別
に

対
す
る
職
業
の
固
定
観
念
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。し
か
し
男
で
も
女
で
も
、

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
同
じ

で
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、
自
分
の
　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家
庭

の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解
決
で
き

る
よ
う
に
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま

す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

日
時
　
11
月
14
・
21
・
28
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

や
り
た
い
仕
事
に
い
き
い
き
と
励
む

７
人
の
姿
は
、
と
て
も
輝
い
て
い
ま

し
た
。

▲仕事について話してくれる
　石岡警察署の女性署員

▲真剣に話を聞く児童たち

２５　 広報いしおか 11 月１日号  №１９４



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
11
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
２
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
11
月
の
お
は
な
し
会
》

・
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
11
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ

そ
30
分
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

【休　館　日】

11 月

4・11
18・25

28  

《
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
入
門
講
座
》

　

平
成
26
年
度
か
ら
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

日
時　

11
月
26
日
（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

対
象
者　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
毎

月
第
１
火
曜
日
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

に
協
力
で
き
る
人
※
毎
回
参
加
で
き

な
く
て
も
申
し
込
め
ま
す
。

内
容　

①
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
入
門
講

座（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
講
師
）

②
石
岡
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い

て
の
説
明

参
加
費　

無
料

募
集
人
数　

約
15
人

申
込
期
間　

11
月
１
日(

金)

～
22

日
（
金
）
※
休
館
日
を
除
く
。

申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

《
魔
女
お
ば
さ
ん
の
お
は
な
し
会
》

日
時　

11
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～

会
場　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

対
象
者　

幼
児
・
児
童
・
一
般

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

《
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介
》

　

中
央
図
書
館
で
は
、
約
１
０
０
０

枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
ド
ラ
マ
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル 
奇
跡
の
湿
原

尾
瀬
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル 
幻
の

霧 

摩
周
湖
神
秘
の
夏

（
ア
ニ
メ
）

コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
、
借
り
ぐ
ら
し
の

ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
、
紅
の
豚
、
ゲ
ド
戦

記
、
火
垂
る
の
墓
、
ア
ラ
ジ
ン 

ス

ペ
シ
ャ
ル
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
ラ
イ

オ
ン
・
キ
ン
グ　

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
、ル
イ
ス
と
未
来
泥
棒
、

バ
グ
ズ
・
ラ
イ
フ
、
ふ
る
さ
と
再
生

日
本
の
昔
ば
な
し
、
グ
ス
コ
ー
ブ
ド

リ
の
伝
記
、ナ
イ
ト
メ
ア
ー
・
ビ
フ
ォ

ア
・
ク
リ
ス
マ
ス
、
海
が
き
こ
え
る

（
邦　

画
）

テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ

（
洋　

画
）

メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
、い
ま
を
生
き
る
、

ア
ル
マ
ゲ
ド
ン
、
カ
ク
テ
ル
、
パ
ウ

ダ
ー
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
の
利
用
は
、
市
内

在
住
の
16
歳
以
上
の
人
に
限
り
ま

す
。

12 月

 ２・９
16・23
29 ～ 31 

　

毎
月
、
絵
を
描
く
、
切
る
貼
る
な

ど
し
て
親
子
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
意
欲
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
持
ち
を
育
て
ま
す
。
ま
た
で
き

た
と
き
に
周
囲
か
ら
褒
め
ら
れ
る
こ

と
で
達
成
感
や
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

家
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
り
家
族

で
成
長
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

地域子育て支援センターに
行ってみよう！

親
子
制
作

わ
か
く
さ
保
育
園

　
　
わ
か
く
さ
の
森

市内 6 か所にある支援センターのそれぞれの
取り組みを順番に紹介しています。第 4 回目
はわかくさ保育園の取り組みです。

第4回

問い合わせ  わかくさ保育園 わかくさの森
☎ 26‒1270（ 石岡市東光台 5-12-8）
広場 火・金曜日 午前 10 時～ 11 時 30 分
園庭・室内開放 
月～金曜日 午前９時～正午・午後１時～４時

親子制作
親子でスタンプを押したり、絵を描き
のりで貼って制作を楽しんでいます。

親子クッキング
お母さんと友だちと楽しく料理し、
みんなで一緒に食べました。

　

楽
し
み
な
が
ら
食
に
興
味
を
持
て

る
よ
う
に
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
や
給

食
試
食
会
な
ど
を
行
い
、
食
育
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
園
に
い
る
看
護
師
が
、

健
康
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
分
か

り
や
す
く
話
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
身
体
測
定
や
親
子
で
お

も
ち
ゃ
作
り
、
ボ
ー
ル
や
風
船
、
新

聞
紙
な
ど
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

わ
か
く
さ
の
森
で
は
、
み
ん
な
で

遊
ぶ
「
広
場
」
や
園
庭
・
室
内
開
放

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は「
広

場
」
で
行
っ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

広報いしおか 11 月１日号  №１９４　２６

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

酷
暑
耐
え
ぬ
き　

重
た
い
稲
穂

　

残
る
収
穫　

待
つ
九
月

石　

岡　

東　

辻
が
華

茄
子
の
絵
手
紙　

群
青
色
に

　

生
き
る
喜
び　

込
め
た
文

ふ
み

ト
ロ
イ
の
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

日
本
で
も
知
ら
れ
る
「
ト
ロ
イ
の

木
馬
」
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
ホ

メ
ロ
ス
が
叙
事
詩
イ
リ
ア
ス
の
中
に

書
き
記
し
た
と
さ
れ
る
。
誰
も
が
神

話
だ
と
思
っ
て
い
た
中
で
ド
イ
ツ
の

考
古
学
者
シ
ュ
ー
リ
マ
ン
が
史
実
と

し
て
捉
え
一
八
七
〇
年
か
ら
の
発
掘

調
査
に
よ
り
遺
跡
を
発
見
し
た
の
で

あ
る
。

　

ト
ロ
イ
遺
跡
は
九
層
に
分
か
れ
て

い
て
、
木
馬
伝
説
は
第
六
層
（
前

十
五
～
前
十
二
世
紀
）
時
代
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ー
リ
マ
ン
は
自

分
が
金
銀
製
品
を
発
見
し
た
第
二
層

（
エ
ー
ゲ
文
明
時
代
）
を
木
馬
時
代
と

考
え
て
い
た
。
遺
跡
は
保
存
さ
れ
木

馬
伝
説
も
伝
え
ら
れ
た
が
、
シ
ュ
ー

リ
マ
ン
が
見
つ
け
た
宝
物
は
第
二
次

大
戦
で
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。

　
「
プ
リ
ア
モ
ス
の
財
宝
」
と
呼
ば
れ

る
ト
ロ
イ
出
土
品
が
公
開
さ
れ
た
の

は
近
年
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
博
物

館
に
有
っ
た
も
の
が
、
な
ぜ
か
モ
ス

ク
ワ
の
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
に
何
十

年
も
眠
っ
て
い
た
ら
し
く
、
国
際
情

勢
の
変
化
で
目
が
覚
め
た
。
ド
イ
ツ

の
宝
が
ロ
シ
ア
に
移
動
し
た
経
緯
は

不
明
だ
が
、
本
来
は
ト
ル
コ
の
所
有

物
で
あ
ろ
う
。
戦
勝
国
の
特
権
と
言

わ
れ
る
と
反
論
で
き
な
い
が
私
は
現

か
ふ
地
震
待
つ
ご
と
く
居
り　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

百
日
紅こ

う

炎
え
て
ゐ
し
か
の
八
月
や
茫
茫

六
十
八
年
が
経た

つ　
　
　
　

    　

     　

石　

岡　

外
川
な
を
み

普
及
せ
る
メ
ー
ル
往
き
交
う
世
に
お
く

れ
古
き
世
代
は
手
書
き
を
固
持
す

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

い
つ
の
間
に
か
広
き
田
園
に
稲
苗
の
植

総　

社　

山
口
美
津
子

同
居
せ
ぬ
ほ
ど
良
い
距
離
の
栗
御
飯

石　

岡　

前
川　

豊
美

子
の
声
を
聴
い
た
気
が
し
て
つ
く
つ
く
し

若　

松　

荒
川　

忠
男

新
米
を
炊
く
ふ
る
さ
と
の
お
も
て
な
し

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

秋
収
穫
孫
の
小
遣
い
増
や
そ
う
か

東
光
台　

斉
藤
し
げ
お

秋
海
棠
そ
の
名
覚
え
て
す
ぐ
忘
る

文
芸
い
し
お
か

●
第
46
回
石
岡
市
文
化
祭

石
岡
市
文
化
協
会 
会
長 

内
山 

侑
一

　

本
年
度
も
「
石
岡
市
文
化
祭
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
46
回
を
数
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
先
人
の
努
力
と
市
民
の

み
な
さ
ん
の
支
援
の
お
か
げ
と
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

当
文
化
祭
は
11
月
16
日
ま
で
、
市

民
会
館
な
ど
６
施
設
で
土
・
日
曜
日

を
中
心
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
24
回
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

「
盆
栽
展
示
会
」

【
日
時
】
11
月
３
日
（
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
八
郷
総
合
支
所
１
階
会
議
室

※
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

石
井
☎
４
３
・
２
４
１
８

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

大
正
琴
初
心
者
講
座 

受
講
者
募
集

【
日
時
】
11
月
16
日
・
30
日

12
月
７
日
・
21
日
の
土
曜
日

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】
府
中
地
区
公
民
館

【
受
講
料
】
無
料 

※
貸
琴
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

沖
田
☎
２
４
・
０
５
８
８

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

物
を
見
て
い
る
の
で
ロ
シ
ア
が
返

さ
な
い
気
持
ち
も
分
か
る
。

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

若
き
日
を
語
ら
う
老
い
ら
卒
寿
近
く

背
丸
き
に
も
足
ど
り
確
か　
　
　
　

     

　

    

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

耐
震
の
工
事
を
終
へ
し
わ
が
家
に
来
向

短　
　

歌

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

戦
い
く
さ

終
わ
り
の　

玉
音
聴
い
て

　

泣
い
た
あ
の
日
も　

蝉
し
ぐ
れ

下　

林　

白
井
冨
喜
江

記
録
破
り
の　

猛
暑
と
豪
雨

　

耐
え
た
根
性　

男
意
気

下　

林　

加
藤　

弥
生

続
く
残
暑
で　

稲
穂
も
垂
れ
て

　

案か

か

し

山
子
反
れ
身
で　

寝
ず
の
番　
　

国　

府　

篠
原
美
千
代

未い
ま

だ
原
発　

収
束
つ
か
ず

　

ひ
び
く
被
災
地　

蝉
し
ぐ
れ

国　

府　

大
西　

和
子

時
速
五
十
の　

シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク

　

妻
も
一
緒
の　

医
者
の
道

杉　

並　

助
川　

浩
史

続
く
暑
さ
に　

ク
ー
ラ
ー
頼
り

　

小
首
か
し
げ
る　

扇
風
機　
　
　
　

     

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

小　

幡　

礒
崎　

嵐
鷲

秋
高
し
記
念
句
集
に
歴
史
満
つ

片　

岡　

馬
場　

小
零

句
集
成
る
郷
も
心
も
花
野
か
な

辻　
　
　

上
林　

愛
子

老
い
た
れ
ど
笑
顔
の
句
会
秋
高
し

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

ゑ
ら
れ
緑
と
空
が
輝
く

片　

野　

小
野
瀬
も
と

上じ
ょ
う
ぞ
く

蔟
の
せ
わ
し
き
頃
を
顕
た
し
め
て
共

に
働
き
し
亡
き
姑

は
は

夢
に

柿　

岡　

小
林　

渥
子

押
す
だ
け
で
よ
い
と
カ
メ
ラ
を
渡
さ
る

や
わ
れ
に
集
ま
る
笑
顔
に
対む

か

ふ

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

支
え
た
る
庭
木
に
蔓
を
巻
き
つ
け
し
朝
顔

に
千
代
女
の
俳
句
が
う
か
ぶ　
　

 　

俚　
　

謡

山　

崎　

鈴
木　

君
江

返
り
咲
く
山
藤
の
花
小
さ
く
て
昼
半

月
の
静
か
に
浮
か
ぶ

東
成
井　

小
島　

せ
ん

思
い
出
も
ほ
ど
ほ
ど
遠
く
な
り
た
れ
ば

昔
の
友
の
顔
も
う
す
ら
ふ

山　

崎　

荒
井　

幸
子

容
赦
な
く
自
然
は
厳
し
さ
増
し
ゆ
き
て

列
島
襲
い
し
猛
暑
に
豪
雨　
　

柴　

内　

羽
生　
　

俊

行
き
帰
り
小
中
学
生
バ
ス
に
乗
る
見
つ

め
楽
し
い
我
が
住
居
に
て

石
岡
俚
謡
会

２７　 広報いしおか 11 月１日号  №１９４



「悪質な訪問販売お断り」
シールの活用を

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
を
は
じ

め
、
希
望
す
る
人
に
、
悪
質
な
訪
問
販
売

の
予
防
を
啓
発
す
る
シ
ー
ル
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ー
ル
に
は
、
悪
質
な
訪
問
販
売

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
訪
問
販
売
に
対

応
す
る
と
き
の
心
構
え
や
困
っ
た
と
き
の

相
談
窓
口
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

成人式のお知らせ

　

来
春
の
成
人
式
は
、
平
成
５
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。

　

市
外
に
転
出
し
た
人
に
は
通
知
が
届
き

ま
せ
ん
。
転
出
し
た
該
当
者
で
、
石
岡
市

で
の
成
人
式
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
ま

た
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
下
記
の
内
容
を
記
入

し
て
12
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
、
12
月

中
旬
以
降
に
、
成
人
式
の
通
知
が
届
か
な

い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

受
付　

午
後
０
時
20
分

式
典　

午
後
１
時

会
場　

石
岡
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

記
入
内
容　

成
人
者
の
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・
卒
業
中

学
校
名
・
世
帯
主
（
親
元
な
ど
）
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

 （
内
線
１
２
３
４
）

わが家のアイドル

　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、秘書広聴課へ
連絡ください。市のホームページ（申
請書ダウンロード→「わが家のアイド
ル」掲載申請用紙）からも申し込み用
紙をダウンロードできます。

　　　　　　　　　    若松 3
笑顔がとっても可愛い 3人
です。いつも元気で健康で
す !! 毎日幸せをくれてあり
がとう♡

酒井 娃
わ こ

來ちゃん（右）（3歳10か月）
　　   福

ふ く

來ちゃん（中央）（3か月）
　　 千

ち こ

來ちゃん（左）（2歳 3か月）

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    山崎
最近ボタンがしめられるよ
うになりました。優しい女
の子に育ってね。

高橋 彩
あ や め

花ちゃん（2歳 11 か月 )

ドアを開ける前に、まず一読
①訪問の目的をまず確認しましょう。
②身分証の掲示を求めましょう。
③甘い言葉やおどしにのらない。
④いらないものはきっぱり断る。
⑤契約はよく考えて慎重に！

平成25年11月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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